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倉敷中央病院　設計 辻野純徳（ユー・アール設計）

　倉敷中央病院は、1923 年（大正 12 年）、「治療本位（研
究目的でない、真に患者のための治療）」「病院くさくない
明るい病院」を基本理念に、大原孫三郎により設立された。
創立 40 周年の大原總一郎による面目一新宣言を契機に、
1969 年（昭和 44 年）から、倉敷中央病院と辻野純徳氏と
の現在に至る 45年にわたる関係が始まった。
　以来、50 回を超える整備を経て 2012 年にほぼ全面増改
築が完了した。それらの取組については、当初の設計者が
主導する方法から、病院経営者・医療者・設計者が三位一
体となり、設計（仮説）・追跡調査・検証・設計へのフィー
ドバックを行う方法へと変遷した。第 3 期工事の完了した
1981 年当時と比べ、現在の病床数 1,161 床はほぼ変わら
ないが、床面積は 2倍強、入院患者数は 3倍、医師数は 4倍、
職員数は 3 倍弱になり、急性医療期を担う高機能病院の役
割を果たしている。
　1971 年に作成したマスタープランでは、病院に欠かせな
い「成長と変化」を敷地内で順次継続できるよう、2 本の
グリーンベルト沿いに南北の幹線廊下を設け、ホールや支
線廊下を東西方向に延長しながら各室に至る計画とされた。
この病院の廊下は、単なる機能的な動線に留まらない、人
と人・建物・自然をつなぐ「みち空間」の役割があると理
解した。これらは、度重なる増改築のための軸となるだけ
ではなく、長い時間をかけてできる街や集落と同様に、人
間の生命の営みにふさわしい場を実現させている。辻野純
徳氏の病院と一体となった長い取組の貴重な成果である。

写真：田籠哲也、三輪昌央　文：河野学＋荒木公樹
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページから予約することも可能です。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

クボタシーアイ株式会社堺工場見学会
8/27　CPD2単位（予定）

クボタシーアイ㈱では、給水管（埋設・ピット
内・立管）、埋設消火管等で使用する耐震性・
耐食性・施工性に優れた高密度ポリエチレン
管・継手を、堺工場にて製造しております。今
回の工場見学で、高密度ポリエチレン管・継
ぎ手の製造工程、接合部の性能試験の見学
を行うことで、高密度ポリエチレン管・継手へ
の理解を深めて頂ければと思っています。
日時 　8月27日（水）　14：30〜16：30
　　　（受付　14：15より）
集合場所　クボタシーアイ㈱ 堺工場　
　　　　　玄関守衛室前（現地集合）
　　　　　堺市西区石津西町14番2号
アクセス　南海電鉄「石津川駅」下車徒歩10分
定員　2グループ　計38名（申込み先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

㈱川島織物セルコン本社市原工場
見学会
9/18　CPD2単位（予定）

㈱川島織物セルコンでは織物の歴史を見て
いただける織物文化館を設けております。工
場見学では手作業での綴れ織の緞帳製作
や呉服帯の製作の作業風景、カーテンなど
の機械での織物工場を見学いただきます。
見学の最後に内井昭蔵設計の川島テキスタ
イルスクールも見学いただきます。
日時　9月18日（木）　13：45〜16：30

集合場所  13：45　叡山電鉄市原駅集合
見学場所　㈱川島織物セルコン本社・市原事業所
　　　　　京都市左京区静市市原町265
定員　40名（申込み先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円

第57回建築士会全国大会「ふくしま大会」
10/24

全国の建築士会会員が集う全国大会を今年は
福島県で開催します。ご参加の本会会員に対し
て本会から参加費5,000円を補助いたします。
テーマ　建築士の決断「ならぬことはならぬ
　　　　ものです」
　　　　ふくしまで語ろう 建築・絆・再生
日程　10月24日（金）
会場　ビッグパレットふくしま
※交流セッション③、地域交流見学会（エクスカー

ション）は10/25（一部10/25・26）に実施
申込　建築士5月号P26の参加申込書に必要 
　　　事項をご記入のうえ、本会事務局まで提出。
締切　7月18日（金）
大会の詳細は「建築士5月号」をご覧下さい。

事務局からのお知らせ
2014年版会員名簿の掲載事項について

9月刊行予定の会員名簿につきましては、掲載
事項が①氏名②勤務先名③勤務先住所・電
話・Fax④建築士級別（正会員のみ）となってお
ります。つきましては、A.氏名以外（②〜④）を掲

第59回 大阪建築コンクール受賞
者講演会＋トークセッション
7/18　CPD3単位（予定）

受賞者による講演会及び審査員を交えての
トークセッションを開催します。それぞれの
設計者から直接、作品解説や設計思想を聞
くことができる絶好の機会です。
日時　7月18日（金）　18：30〜21：00
　　　（開場18：00）
会場　TOTOテクニカルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
　　　御堂筋ダイワビル2階
入場料　無料（申込不要）

平成26年度 建築士の会「北摂」
「映像で蘇る安土城と近江八幡の
舟旅（見学会＋講演会）」
7/19　CPD6単位（予定）

「建築士の会 北摂」では大阪大学大学院工学
研究科/福田知弘准教授をお招きして「近江八
幡市のまちづくり：VR安土城プロジェクト」と題し
て現地でご講演を頂くことになりました。福田准
教授のご専門は、「環境デザイン」に関する研究
で、各地でまちづくりに関わる活動をされておられ
ます。今回は近江八幡市での活動のお話しとそ
の中で作製された高精細シアター型VR安土城
をご覧いただけます。またヴォーリズ設計の伊庭
家住宅、安土城趾、近江八幡の町並み、ヴォー
リズ記念館の見学も行い、加えて安土から近江
八幡へは西の湖を和舟で渡る予定です。
日時　7月19日（土）

7：00　JR新大阪班／JR新大阪駅南ロータ
　　　リー西側（新御堂側）バス駐車場集合
10：00　伊庭家住宅 特別公開
10：55　安土図書館
12：30　昼食（文芸の郷レストラン）
13：30　安土城趾見学
14：15　安土城趾からやすらぎホール前舟桟橋
15：00〜17：00　近江八幡見学
19：00　新大阪解散予定

会場　滋賀県近江八幡市立安土図書館
　　　（近江八幡市安土町上豊浦1番地）ほか
参加費　6,000円（会員外7,000円）
　　　　（バス代、入場料、船代含む。昼食代別途）
定員　26名（申込先着順）

木の学校Ⅷ「伝統工法による木造
建物の見学」
7/27　CPD2単位（予定）

木の学校は建築材料としての木を学ぶシ
リーズ企画です。8回目の今回は日本の伝統
工法による木造建物を見学します。
接合金物なし、24時間換気なし、内外装は
自然材料のみ。講師に建物の設計者・施工
者を招き、伝統工法に拘る意味や確認申請
上の工夫についてお話いただきます。
見学会の後で講師や参加者と語らう懇親会
を催します。
本会と大阪木材青年経営者協議会の共同開催
日時　7月27日（日）　13：00〜17：00
集合　泉北高速鉄道「和泉中央駅」　13：00
定員　50名（定員に達し次第締切）
見学会費用　会員2,000円 会員外2,500円
懇親会費用　3,500円

文化財等の活用と保存を推進し、まちづくりに活
かす能力を持った人材“ヘリテージマネージャー”
を育成することを目的に行う講習会です。全10
日間の講座で歴史、修復技術、実測実習、保存
活用などの基礎を学びます。
日程　平成26年8月2日（土）から平成27年
　　　2月7日（土）まで全10日間
時間　13：00〜17：00（全日共）
場所　大阪府建築士会内会議室他
募集　30名（申込先着順）
受講料　本会会員25,000円
　　　　会員外30,000円
申込　7月7日（月）10時より本会ホームペー
　　　ジからWEB申込してください。
※詳細は本会ホームページをご覧ください。
※参加証を実施1週間前に送付予定しています。

平成26年度 建築士定期講習
9/10、11/20　CPD各6単位

建築士事務所に所属の一級・二級・木造建
築士で、平成23年度に本講習を受講された
方が対象です。尚、平成23年度以前に建築
士試験に合格し本講習を未受講の方は、平
成26年度中に必ず受講してください。
■日時・会場
　9/10（水）　9：30〜17：30
　　大阪国際会議場、定員300名
　　会場コード5C-02
　11/20（木）　9：40〜17：30
　　大阪国際交流センター、定員300名
　　会場コード5C-52
■申込締切日
　9/10（水）開催分：7/31（木）申込書必着
　11/20（木）開催分：10/20（月）申込書必着
　※大阪での申込受付は簡易書留での郵送
　　のみです。
　※定員に達し次第、受付を終了します。
■受講料　12,960円（消費税含）
■申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

第34回 大阪都市景観建築賞
（愛称：大阪まちなみ賞）推薦募集
7/1〜7/31

周辺環境の向上に資し、かつ、景観上優れ
た建物やまちなみを表彰します。推薦用ハ
ガキもしくは、HPからの電子推薦も受付て
います。自薦もございますので、自薦専用書
式をHPからダウンロードしてください。
主催　大阪府・大阪市・（公社）大阪府建築士 
　　　会・（一社）大阪府建築士事務所協会・
　　　（公社）日本建築家協会近畿支部・（一
　　　社）日本建築協会
受付期間　7月1日（火）〜7月31日（木）
対象　大阪府内の建物及び建物を中心とし
　　　たまちなみ
　建物：平成21年8月16日から昨年7月31日
　　　 までに完成したもの
　まちなみ：昨年7月31日までに完成したもの
詳細は大阪まちなみ賞HPをご覧下さい。
http://osaka-machinami.jp/
問合　大阪都市景観建築賞運営委員会事務局
　　　（大阪府建築士会内）
　　　Tel.06-6947-1961

国土交通省の登録を受けた登録資
格者講習と同等以上の内容を有す
ると国土交通大臣が認める講習の
認定について

本会が過去に実施した木造及び非木造の
耐震診断・改修講習会が、「建築物の耐震
改修の促進に関する法律」に定める同等以
上の資格者講習会として、平成26年2月10
日に国土交通大臣の認定を受けました。
■認定された本会主催の講習会名及び開催
　年度
・既存木造住宅の耐震診断・改修講習会／

平成24年度及び平成25年度
・既存鉄骨造建築物の耐震診断・改修指針

講習会／平成8年度〜平成25年度
・既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震診断・改

修指針講習会／平成7年度〜平成25年度
※詳細につきましては、本会ホームページを
　ご覧ください。

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務のご案内
〜平成26年1月より耐震評価業務を開始〜

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活
用ください。
なお、本会は平成26年2月18日付けで、（一財）
日本建築防災協会の「既存建築物耐震診断・
改修等推進全国ネットワーク委員会に入会する
とともに、当委員会の耐震判定委員会に新規
登録しました。
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/nw/

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築
　物も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の割引があります。
詳細につきましては、本会ホームページをご覧く
ださい。

二級建築士／設計製図
受験対策講習会
実力養成コース　7/13〜9/7
直前対策コース　8/24〜9/7
模擬テストⅠ・Ⅱ　8/3、9/7

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、
実務に直結した指導を行います。
■実力養成コース（全10回、模擬テスト2回
　含む）
　日程　7/13（日）、7/20（日）、7/21（祝）、
　　　　7/27（日）、8/3（日）、8/10（日）、
　　　　8/17（日）、8/24（日）、8/31（日）、
　　　　9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　35名（申込先着順）
　受講料　建築士会会員110,000円、
　　　　　一般125,000円
■直前対策コース（全3回、模擬テスト1回
　含む）
　日程　8/24（日）、8/31（日）、9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　15名（申込先着順）
　受講料　会員35,000円、一般40,000円
■模擬テストⅠ・Ⅱ
　日程　Ⅰ：8/3（日）、Ⅱ：9/7（日）
　時間　9：30〜17：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】25名（申込先着順）
　受講料　【各】会員13,000円、一般15,000円

一級建築士／設計製図
受験対策講習会
課題解説・エスキース　8/23
模擬テストⅠ・Ⅱ・Ⅲ　9/13、9/20、9/27

有能で意識の高い建築士の養成を目標に、実
務に直結した指導を行います。今年度より模
擬テストの通信講座を新設しました。通学の
お時間がとれない方はぜひご検討ください。
■課題解説・エスキース（通学講座）
　日程　8/23（土）　時間　9：00〜17：00
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　40名（申込先着順）
　受講料　会員12,000円、一般14,000円
■模擬テスト（通学講座）
　日程　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）
　　　　Ⅲ：9/27（土）
　時間　9：00〜18：30
　会場　大阪府建築健保会館
　定員　【各】40名（申込先着順）
　受講料　【各】会員14,000円、一般18,000円
■模擬テスト（通信講座）
　ご自宅への課題到着予定日
　　Ⅰ：9/13（土）、Ⅱ：9/20（土）、
　　Ⅲ：9/27（土）
　定員　【各】20名（申込先着順）
　受講料　【各】会員12,000円、一般15,000円

平成26年度 大阪府ヘリテージマ
ネージャー育成講座（全10日間）
8/2〜2/7　CPD1日4単位（予定）

本講座は、大阪府のさらなる歴史文化遺産を発
見し、既に指定されている文化財建造物や登録

載しない。B.連絡先が自宅のみのため、③に自
宅の連絡先を掲載する。のいずれかを希望され
る場合は、7月18日（金）までにFaxまたは郵便
にて事務局までご連絡をお願いいたします（既
にご連絡をいただいている場合は不要です）。

マンション管理市民大学（講座）

（一社）日本マンション学会では、管理組合の役
員をはじめ、区分所有者、マンション管理運営に
関心をお持ちの方を対象とした「マンション管理
市民大学（講座）を開催します。今回は、マンショ
ン管理にかかわる方々が、日頃から抱く悩みや、

関心の深いテーマについて、学会員以外の方
にもわかりやすい講座としています。
主催　（一社）日本マンション学会関西支部
日時　７月２６日（土）　13：20〜17：00
　　　（受付13：00）
会場　大阪市中央公会堂大会議室
　　　（南側入口：地下１階の玄関からお
　　　 入り下さい）
　　　大阪市北区中之島1-1-27
定員　80名（但し、定員に達し次第締切）
参加料　無料
問合・申込　日本マンション学会関西支部
　　　　　 Tel.075-211-4643

木造トラス勉強会

 
◦7月の木造トラス勉強会
「つよい木造住宅のつくりかた」
意外に思われますが木造軸組の「いろは」の

「い」は、『2×4』の基準と共通する点が数多く
あります。『2×4』の基準を独自に応用し検査に
実践されてきた西宮市建築指導課西原誠助氏
と共に、昨年に引き続き近畿プレカット工場長風
明宏氏の協力を得て、実習の充実を計ります。

日時　7月12日（土）  13：00〜17：30（予定）
会場　西宮市勤労会館
費用　1,500円/日　別途資料（1,500円）を
　　　各自購入しての参加となります。 
定員　26名
当日は実習のために赤鉛筆と蛍光ペン（黄・
赤・橙・緑・青）をお持ちください。
問合・申込　（株）合掌 Tel/Fax.0742-36-2929
http://www.eonet.ne.jp/~truss/index.html

平成26年度 定時総会議事録（要約）

日時：平成26年5月28日（水）14：30〜15：30
会場：ホテル大阪ベイタワー
出席：1,190名（うち、委任状出席1,062名）

岡本会長あいさつ　尾亀名誉顧問から500
万円のご寄附を頂戴し「尾亀清四郎百寿記
念基金」を設立しました。さらに、山口良
紘様には大阪府知事表彰、今井俊夫様には
連合会会長表彰を契機にご寄附を頂戴して
おります。この場をお借りしましてお礼と
ともに深く感謝申し上げます。本会には社
会状況に影響されない確かな財政基盤が必
要です。また、会員減少傾向への対策とし
て活動の活性化を図ります。会長として
43市町村を巡回し、応急危険度判定ネット
ワークの充実、府民向けの建築相談を毎日
実施、耐震評価機関のことなど、市長・建
築部長等と面談して広報しております。本
会は公益社団法人であり、60余年間に亘る
社会貢献の伝統があり、様々な建築ジャン
ルに関係者を有しております。本会を支援
していただいている方々によって身近な問
題から取り組んでまいりたいと思います。
岡本議長　議事録署名人は上田茂久氏、濵
田徹氏を指名して承認された。
▼第1号議案／平成25年度事業報告の承認
25年度は公益社団法人の規定に基づいて、
地域社会への貢献を図る公益目的事業⑴、
すぐれた建築物やまちなみを表彰する公益
目的事業⑵、研修等で建築士に関連する公

益目的事業⑶、書籍販売などの収益事業、
本会会員の福利厚生や他団体との友好事業
を実施するその他共益事業に区分して活動
いたしました。運営委員会は6委員会の委
員長を中心に組織して運営全般を把握して
おります。25年度の建築士試験の合格者
数は、一級306名、二級365名、木造21名
です。研修委員会は建築技術の向上を図る
講習分科会、CPD・専攻建築士の運営と普
及活動を行う制度推進分科会、受験講習会
を実施する教育分科会で活動しました。事
業委員会は、青年・女性・シニア・賛助・
国際などの特性に応じた活動や建築士の交
流事業などを実施しております。全国大会

「しまね大会」、近畿建築祭「大阪大会」を
開催しました。建築表彰委員会は、府民か
ら推薦を受ける「大阪まちなみ賞」、学生
を対象とした「あすなろ夢建築」、本会単
独主催で隔年実施の「大阪建築コンクール」
を実施しました。建築情報委員会は「建築
人」編集を担い、ギャラリー掲載分による
建築人賞を実施しました。社会貢献委員会
では、建築相談で府民から590件の相談を
受け、耐震化促進業務では、東大阪市と木
造住宅耐震診断員派遣業務委託を締結して
います。被災度判定支援では、本会判定士
の連絡ネットワークを構築して行政と合同
で連絡訓練を実施しました。建築物耐震評
価業務では法改正に伴い26年1月に「建築
物耐震評価委員会」を設置しております。
以上、平成25年度の事業報告について承
認された。

▼第2号議案／平成25年度財務諸表の承認
貸借対照表により、25年度の正味財産
は前年度より2,191,411円の資産増の
16,615,938円。正味財産増減計算書内訳
表により、公1・公2・公3の公益事業会計
はいずれも経常増減額がマイナスとなるこ
と、また経常費用計の公益事業会計が占め
る割合が70%（規定は50%以上）となる
こと、その他会計の小計額36,661,555円
の1/2を他会計振替額として公益事業会計
に加算してもなお当期一般正味財産増減額
がマイナスとなることから、公益社団法人
の会計規定をすべて満足しています。
以上、平成25年度の決算報告について承
認された。
▼平成25年度監査結果の報告
監査について適正な執行であることを報告。
▼第3号議案／平成26年度役員改選の承認
議案書をもとに、改選候補者を採決して承
認された（役員氏名は本紙6月号に掲載）。
▼平成26年度事業計画の報告
本会は建築界のネットワークのキーステー
ションとして、建築士のサポート及び社会
貢献活動を2本柱にして活動を展開してまい
ります。公益目的事業1は、社会貢献活動
を中心に構成しており、地域貢献・景観形
成事業や府民の安全を図る事業、建築に関
する相談事業・情報発信事業を行います。
公益目的事業2は、府市等と共催の大阪ま
ちなみ賞や単独主催の大阪建築コンクール、
学生を対象としたあすなろ夢建築の制度を
もってすぐれた建築物やまちなみを表彰い

たします。公益目的事業3は、主に建築士を
対象とした資質向上等を目的として、建築
士試験・登録業務・建築士を目指す者の養
成をする資格関連事業、研修実績を社会に
アピールする制度としてCPD登録や定期講
習を行い、耐震診断や応急危険度判定講習
等、種々の研修事業を行います。以上の公
益目的事業に加えて、建築関連の図書及び
保険の販売事業を行う収益事業、会員の福
利増進また友好団体との交流を図る共益事
業の構成で事業計画を編成しております。
▼平成26年度事業予算の報告
収支予算は、入会金320,000円、会費収入
57,624,000円、及び公益目的事業・収益
目的事業・共益目的事業による事業活動収
入計150,429,000円、各種事業の支出及び
事業・管理費等による事業活動支出計も同
額で、収支差引0円の収支予算編成です。
公益社団法人として、経常費用計において
公益目的事業の小計が全体合計の1/2以上
であること、当期経常増減額において公
1・公2・公3の3事業がすべてマイナスであ
ること、当期経常増減額における公益目的
事業の小計に収益事業等の小計の1/2を合
算しても公益目的事業の小計はマイナスに
なることの会計基準を全て満たしています。
▼第4号議案／名誉会長留任の承認
現名誉会長である白石静二氏・宮崎八郎
氏・柳川陽文氏の留任を承認した。
岡本議長　本日付議された上程全議案が承
認された旨を確認し、定時総会を閉会した。

以上

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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上段：浦辺鎮太郎
中段：愛染橋病院
下段：倉敷国際ホテル
撮影
中段・下段：多比良敏夫

（注１）村田治郎（1895-1985）：建築史家。京
都大学名誉教授。専門は東洋建築史。

（注2）足立孝（1919-1993）：大阪大学名誉
教授。専門は建築計画学。大阪大学吹田キャ
ンパス計画などを設計。

（注3）浦辺鎮太郎（1909-1991）：建築家。
1962年、倉敷建築研究所（現・浦辺設計の前
身）を設立（1966年に浦辺建築設計事務所と
改名）。倉敷レイヨン時代から大原総一郎の構
想する倉敷のまちづくりを建築家として支える。

（注4）大原総一郎（總一郎）（1909-1968）：
実業家。大原財閥を築き上げた大原孫三郎の
長男として，倉敷レイヨン（現・クラレ）や，大原美
術館の運営を引き継ぐ。

（注5）東畑謙三（1902-1998）：建築家。
1932年に東畑謙三建築事務所（現・東畑建
築事務所）を設立。旧東方文化学院京都研究
所、大阪駅前市街地改造事業などを手掛ける。

教
科
書
の
な
い
中
学
時
代

荒
木　

ま
ず
は
辻
野
先
生
の
生
い
立
ち
か
ら
お

話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

辻
野　

私
の
生
ま
れ
は
、
四
国
の
高
松
で
す
。

終
戦
直
前
の
七
月
の
空
襲
で
全
焼
。
父
の
里
で

あ
る
六
甲
山
北
、
今
の
神
戸
市
に
疎
開
し
ま
し

た
。
昭
和
二
一
年
三
月
西
宮
に
移
り
ま
し
た
。

翌
春
、
新
制
中
学
制
度
と
な
り
、
そ
の
と
き
に

甲
陽
、
灘
、
甲
南
の
三
校
を
見
て
、
校
舎
が
一

番
き
れ
い
で
明
る
か
っ
た
甲
陽
学
院
中
学
校
に

進
学
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

当
時
、
定
ま
っ
た
教
科
書
が
な
く
、
国
語
は

石
坂
洋
次
郎
の
連
載
小
説
の
抄
文
や
ラ
ス
キ
ン

の
詩
「
空
は
青
か
っ
た
」
な
ど
を
黒
板
に
書
い

て
い
る
も
の
を
書
き
写
し
て
、
自
由
に
広
く
学

び
ま
し
た
。
歴
史
は
な
く
社
会
科
は
、
考
古
学

や
民
族
学
、
魏
志
倭
人
伝
、
東
大
寺
の
三
月
堂

や
不
空
羂
索
観
音
の
写
真
が
教
材
で
、
そ
の
影

響
も
あ
っ
て
建
築
は
面
白
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
に
図
工
の
須
田
剋
太
先
生
は
良
い
点

を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
が
、
後
で
聞
く
と
八
五

点
と
九
五
点
し
か
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す

が
。
も
と
も
と
家
族
は
、
親
類
に
医
者
が
い
な

か
っ
た
の
で
「
医
者
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

荒
木　

そ
れ
が
ど
う
し
て
建
築
に
進
ま
れ
た
の

で
す
か
？

辻
野　

中
学
一
年
の
と
き
に
父
親
を
亡
く
し
、

高
校
か
ら
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
生
活
し

な
い
と
い
け
な
い
。
大
学
に
入
っ
て
も
、
仕
送

り
の
い
ら
な
い
家
か
ら
通
え
る
所
し
か
選
べ
な

い
。
そ
の
頃
医
学
部
は
金
が
か
か
る
し
、
家
か

ら
通
う
と
い
っ
た
ら
大
阪
大
学
し
か
な
い
。「
医

学
部
を
受
け
て
も
合
格
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
工
学
部
に
行
け
ば
、
一
年
半
経
っ
た
時
点

で
編
入
試
験
が
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
で
も
行
け
る

よ
」
と
、
家
族
を
納
得
さ
せ
大
阪
大
学
工
学
部

へ
入
学
し
ま
し
た
。そ
の
こ
ろ
和
辻
哲
郎
の「
古

寺
巡
礼
」
や
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
の
「
日
本
美

の
再
発
見
」
に
読
み
浸
り
、
桂
離
宮
や
修
学
院

離
宮
な
ど
権
威
の
あ
る
所
の
見
学
の
為
大
阪
建

築
史
学
研
究
会
を
作
り
、
大
学
内
に
歴
史
同
好

会
を
作
り
、
学
校
の
バ
ス
も
利
用
し
て
、
見
学

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
リ
ー
・
ク
ー
パ
主
演
の
﹃
摩
天
楼
﹄

と
い
う
、
Ｆ
．Ｌ
．ラ
イ
ト
の
生
涯
を
描
い
た
映

画
を
見
て
、
建
築
を
行
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

河
野　

歴
史
同
好
会
ま
で
作
っ
て
、
古
い
建
築

を
見
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

辻
野　

専
門
課
程
に
入
っ
て
大
阪
大
学
に
講
師

で
来
ら
れ
て
い
た
、
村
田
治
郎
先
生
（
注
１
）

を
尋
ね
ま
し
た
が
、「
お
ま
え
は
長
男
か
」
と

言
わ
れ
る
の
で
「
は
い
」
と
。「
財
産
は
あ
る

の
か
」
と
言
わ
れ
る
の
で
「
あ
り
ま
せ
ん
」
と

答
え
る
と
、「
入
門
を
断
る
」
と
。
昔
は
歴
史

で
は
飯
は
食
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

荒
木　

結
果
と
し
て
、
計
画
系
の
講
座
で
足
立

孝
先
生（
注
２
）の
教
室
に
進
ま
れ
た
の
で
す
ね
。

辻
野　

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
い
と
い
け
な
い

し
、
一
番
時
間
を
作
れ
た
の
は
計
画
系
だ
っ
た

の
で
（
笑
）。

浦
辺
鎮
太
郎
へ
の
師
事

辻
野　

大
学
三
年
の
前
期
に
、
浦
辺
鎮
太
郎
先

生
（
注
３
）
が
建
築
一
般
材
料
学
の
講
義
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
講
義
概
要
（
レ
ジ
ュ
メ
）
に
は
、

講
義
項
目
が
ユ
ニ
テ
・
ダ
ビ
タ
シ
オ
ン
の
断
面

図
に
書
き
込
ま
れ
、
そ
の
内
容
は
、
材
料
美
学

に
ま
で
及
び
興
味
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。
浦

辺
先
生
は
当
時
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
（
現
・
ク
ラ

レ
）
の
大
阪
本
社
の
営
繕
部
長
を
務
め
て
お
ら

れ
、
住
ま
い
が
共
に
甲
東
園
で
、
電
車
の
中
で

し
ば
し
ば
浦
辺
先
生
に
会
い
ま
し
た
。
卒
業
の

こ
ろ
体
を
こ
わ
し
、
や
っ
と
き
ま
っ
た
就
職
は

「
摩
天
楼
」
が
忘
れ
ら
れ
ず
断
り
、
浪
人
し
ま

し
た
。
先
輩
か
ら
住
宅
金
融
公
庫
へ
の
誘
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
断
り
そ
の
帰
途
に
浦
辺
先
生

を
尋
ね
相
談
し
ま
し
た
。
浦
辺
先
生
は
「
本
道

を
歩
く
べ
き
、
五
年
間
黙
っ
て
辛
抱
す
る
か
」

と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、「
五
年
間
で
あ
れ
ば
黙
っ

て
辛
抱
し
ま
す
」
と
伝
え
る
と
、
そ
の
場
で
名

刺
に
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ
て
、
藤
木
工
務
店

に
預
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

　

藤
木
工
務
店
で
は
、
浦
辺
先
生
の
紹
介
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
関
連
の
設

計
手
伝
い
は
す
べ
て
私
の
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
ビ
ニ
ロ
ン
に
関
係
の
深
い
京
都
の
呉
服
店

（
志
ま
亀
）
の
京
都
航
空
ビ
ル
の
手
伝
い
な
ど

を
経
て
、石
井
記
念
愛
染
園
の
一
連
の
施
設（
女

子
単
身
者
住
宅
・
保
育
所
・
病
院
）
の
建
て
替

え
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
原
總

一
郎
理
事
長
（
注
４
）
と
度
々
打
合
せ
た
の
も

こ
の
頃
で
す
。

　

昭
和
三
七
年
三
月
、
浦
辺
先
生
か
ら
「
倉
敷

で
ホ
テ
ル
の
計
画
が
あ
る
か
ら
、
手
伝
い
に
来

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
浦
辺
邸
に
三
日
間
通
い

ま
し
た
。
浦
辺
夫
人
の
手
料
理
を
ご
馳
走
付
き

で
缶
詰
に
な
り
ま
し
た
。
倉
敷
国
際
ホ
テ
ル
の

四
〇
床
フ
ァ
ー
ス
ト
プ
ラ
ン
で
し
た
。
そ
の
時

か
ら
営
繕
部
に
机
を
い
た
だ
き
一
年
後
倉
敷
レ

イ
ヨ
ン
に
籍
を
移
し
、
倉
敷
建
築
研
究
所
と
兼

務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
卒
業
か
ら

ち
ょ
う
ど
五
年
目
の
春
で
し
た
。

荒
木　

学
生
時
代
に
工
場
建
築
に
興
味
を
持
た

れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
当
時
東
畑
謙

三
先
生
（
注
５
）
は
大
阪
大
学
へ
教
え
に
来
ら

れ
て
い
た
と
か
？

辻
野　

東
畑
先
生
が
設
計
演
習
を
教
え
に
来
ら

れ
た
最
後
の
年
で
し
た
。
東
畑
先
生
は
、
階
段

の
段
数
ま
で
き
ち
ん
と
描
か
な
け
れ
ば
駄
目
を

出
さ
れ
る
方
で
し
た
。
集
合
住
宅
の
課
題
で
、

「
お
い
、
君
、
こ
れ
、
棺
桶
が
出
な
い
よ
」
と

鋭
い
指
摘
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
畑
先
生
に

は
実
務
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
畑
先
生
と
浦
辺
先
生
と
は
非
常
に

建
築
人辻

野
純
徳

つ
じ
の
よ
し
の
り

１
９
３
４
年 

香
川
県
高
松
市
生
ま
れ

１
９
５
７
年 

大
阪
大
学
構
築
工
学
科
卒
業

 

藤
木
工
務
店
・
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
を 

 

経
て

１
９
６
４
年 

倉
敷
建
築
事
務
所︵
現
浦
辺
設
計
︶

１
９
９
２
年 

ユ
ー
・
ア
ー
ル
設
計
設
立

 

代
表
取
締
役

２
０
１
４
年 

ユ
ー
・
ア
ー
ル
設
計
相
談
役

　

建
築
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
建
築
に
関
わ
る

人
に
焦
点
を
あ
て
掲
載
す
る
「
建
築
人
（
け
ん

ち
く
び
と
）」。
人
の
持
つ
魅
力
は
、
職
域
を
超

え
て
も
理
解
し
あ
え
る
と
考
え
ま
す
。
創
作
の

源
泉
や
姿
勢
、
人
生
哲
学
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

な
ど
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、
共
感
で
き
る
気
づ

き
を
得
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

第
十
回
目
の
建
築
人
は
、
建
築
家
・
辻
野
純

徳
さ
ん
。
浦
辺
鎮
太
郎
氏
に
師
事
し
、
浦
辺
設

計
時
代
の
四
十
五
年
前
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
日
本
を
代
表
す
る
倉
敷
中
央
病
院
に
設
計

者
と
し
て
関
わ
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
院
建
築
の

第
一
人
者
と
し
て
質
の
高
い
作
品
を
手
が
け
る

だ
け
で
な
く
、
維
持
・
管
理
に
わ
た
り
新
し
い

取
組
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
誌
の

前
身
﹃
ひ
ろ
ば
﹄
の
創
刊
時
の
編
集
委
員
と
し

て
、
浦
辺
鎮
太
郎
・
西
澤
文
隆
編
集
長
の
も
と

活
躍
さ
れ
た
、
我
々
の
大
先
輩
で
す
。
幅
広
い

活
動
で
の
話
題
を
通
し
て
、
建
築
に
向
か
う
思

い
や
姿
勢
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

kenchiku-bito
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上段：『ひろば』創刊号
中段：Good Design 15 《手》
　　　『ひろば 1966 年 1 月号』

（注 6）岸田日出刀（1899-1966）：
東京大学名誉教授。東大安田講堂
の設計に関わり、前川國男、丹下
健三らを育てる。

（ 注 7） 渡 辺 節（1884-1967）：
建築家。1916 年大阪で渡辺建築
事務所を開設。古典主義をベース
とした様式建築を自在に設計し、
関西を中心に秀作を多く残した。
大阪府建築士会初代会長。

（注 8）東孝光（1933-）建築家。
大阪大学名誉教授。1966 年東孝
光建築研究所（現・東環境・建築
研究所）を設立。「塔の家」をは
じめ、「都市型住宅」を多く手が
ける。

（注 9）紙野桂人（1933-2002）：
大阪大学名誉教授。専門は建築計
画学。足立孝と共に大阪大学吹田
キャンパス計画などを設計。

（注 10）小川　正（1912-2000）：
建築家。竹中工務店設計部。担当
作品「新朝日ビルディング (1958
年 )」、「関電ビルディング (1960
年 )」など。

（注11）外村吉之介（1898-1993）：
民芸運動家、染織家 1948 年 倉
敷民藝館初代館長。主な著書に民
芸遍歴・民芸遍歴 . 続（朝日新聞
社）、沖縄の民芸（倉敷民芸館）
など。

上段：Good Design 21 《あし -2》
　　　『ひろば 1966 年 10 月号』
中段：京都タワー

（注 12）宮内嘉久（1926-2009）：
建築評論家。雑誌『新建築』、『THE 
JAPAN ARCHITECT』、『 国 際 建
築』などを編集した。

（注13）村松貞次郎（1924-1997）：
建築史家。東京大学生産技術研究
所名誉教授。日本の建築生産につ
いて研究。主な著作に『日本近代
建築技術史』など。

（注 14）『スペースモジュレー
ター』：日本板硝子の建築情報誌。

（注 15）二川幸夫（1932-2013）：
写 真 家。1970 年 A.D.A. EDITA 
Tokyo Co., Ltd. を設立。『日本の
民家』、『GA』シリーズ、『フランク・
ロイド・ライト全集』等を発行。

（注 16）馬場璋造（1935-）：新
建築社にて『新建築』編集長を務
める。建築情報システム研究所を
設立、プロフェッショナル・アド
バイザーとして，数々の設計競技
に携わる。

（注 17）『近代建築』1964 年 9・
10 月号

（注 18）西澤文隆（1915-1986）：
建築家。 坂倉準三建築研究所大
阪支所（現・大阪事務所）を開設。
坂倉準三死後、坂倉建築研究所の
代表として活躍。

る
方
針
で
、
初
め
て
、
浦
辺
先
生
に
報
告
し
た

と
い
う
週
末
に
、
浦
辺
先
生
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
病
院
を
や
り
た
く
て
浦
辺
設
計
に
や
っ
て

来
た
二
人
と
共
に
多
く
の
条
件
付
で
資
本
関
係

の
な
い
別
会
社
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
浦

辺
夫
人
は
非
常
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

荒
木　

今
の
Ｕ
Ｒ
設
計
で
す
ね
。

辻
野　

同
じ
く
Ｕ
Ｒ
と
名
乗
っ
て
い
る
以
前
の

公
団
と
よ
く
間
違
え
ら
れ
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
は
条
件

づ
け
ら
れ
た
中
の
社
名
で
す
。
そ
の
後
色
々
あ

り
ま
し
た
が
、
施
主
の
強
い
希
望
で
直
接
倉
敷

中
央
病
院
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
独
立
当
初
は
辻
野
君
の
仕
事
が
な
い

と
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
が
い
て
、
研
究

調
査
の
お
手
伝
い
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
仕
事
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

河
野　

今
後
、
Ｕ
Ｒ
設
計
は
辻
野
さ
ん
の
代
で

閉
じ
る
の
で
は
な
く
、
ず
っ
と
引
き
継
が
れ
て

い
く
と
い
う
意
思
を
決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

辻
野　

東
畑
先
生
の
事
務
所
の
よ
う
な
組
織
事

務
所
と
は
違
い
ま
す
か
ら
ね
。
こ
う
い
っ
た
個

人
事
務
所
は
、
こ
ち
ら
が
仕
事
を
続
け
よ
う
と

思
っ
て
も
、
向
こ
う
が
頼
ま
な
か
っ
た
ら
そ
れ

で
終
わ
り
な
の
で
す
。そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、

は
っ
き
り
言
っ
て
、
先
は
ど
う
な
る
か
も
分
か

ら
な
い
。
私
は
相
談
役
に
退
い
た
の
で
す
が
、

残
っ
た
者
で
仕
事
を
続
け
さ
せ
て
も
ら
う
努
力

が
必
要
で
す
。私
も
施
主
か
ら
許
さ
れ
る
限
り
、

フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
い
う
条
件
付
き
で
施
主
か
ら

場
（
ひ
ろ
ば
）
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
し
た
。

辻
野　

か
な
り
自
由
に
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
は
事

実
で
す
。
京
都
タ
ワ
ー
の
反
対
の
と
き
も
そ
う

だ
し
、
そ
れ
か
ら
奈
良
県
庁
舎
の
反
対
の
と
き

も
そ
う
だ
け
れ
ど
も
、
当
時
は
割
と
役
所
の
人

間
も
自
由
に
発
言
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

米
山　

肩
書
き
を
脱
ぎ
捨
て
て
裸
の
一
個
人
で

自
由
に
意
見
を
発
信
で
き
る
場
が
、
も
う
今
は

な
い
の
で
す
ね
。

辻
野　

そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
浦
辺
先
生
の

方
針
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
雑

誌
は
堅
か
っ
た
わ
け
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
大

衆
的
で
何
で
も
話
し
合
え
る
場
に
し
よ
う
と
。

西
澤
文
隆
さ
ん
（
注
18
）
も
そ
う
い
う
人
だ
っ

た
か
ら
、
こ
う
い
う
雰
囲
気
が
で
き
て
し
ま
っ

た
。
西
澤
さ
ん
な
ん
か
は
、
我
々
が
む
ち
ゃ
く

ち
ゃ
発
言
し
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
そ
れ
を
擁
護
し

て
く
れ
る
か
ら
ね
。

荒
木　

す
ご
い
器
だ
な
と
思
い
ま
す
よ
ね
。今
、

そ
れ
だ
け
受
け
止
め
ら
れ
る
器
と
い
う
の
が
難

し
い
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
も
、
本
当
に
頑
張
っ

て
そ
う
い
っ
た
場
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

浦
辺
設
計
か
ら
の
独
立

辻
野　

そ
の
頃
バ
ブ
ル
経
済
期
で
仕
事
は
多

く
、
中
で
も
病
院
チ
ー
ム
は
残
業
も
多
く
、
き

つ
い
の
で
、
廃
止
す
る
か
別
会
社
に
す
る
こ
と

が
上
か
ら
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
別
会
社
に
す

辻
野　

こ
う
い
っ
た
高
い
建
物
が
京
都
に
建
て

ば
京
都
の
景
観
の
歯
止
め
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
で
、
き
ち
ん
と
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
問
題
提
起
で
し
た
。

荒
木　

坂
倉
準
三
先
生
の
意
見
が
面
白
い
で

す
ね
。「
単
に
意
見
を
求
め
て
そ
れ
で
ど
う
す

る
の
か
を
⋮
。
意
見
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
」

と
。
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
き
ち
ん
と
自
分

た
ち
で
話
し
合
い
を
し
な
さ
い
、
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

辻
野　

も
と
も
と
は
「
チ
ェ
ッ
ク
の
会
」
か
ら

始
ま
っ
て
、﹃
ひ
ろ
ば
﹄
を
舞
台
に
し
て
、
と

に
か
く
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

荒
木　

創
刊
当
時
の
﹃
ひ
ろ
ば
﹄
を
見
れ
ば
、

大
学
に
所
属
し
て
い
る
先
生
方
が
参
加
し
、
官

庁
、
行
政
の
立
場
の
人
た
ち
も
そ
こ
に
入
っ
て

き
て
い
て
、
本
当
に
﹃
ひ
ろ
ば
﹄
の
理
念
を
体

現
し
て
い
た
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
は
、

情
報
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
本
質
的
に
結

合
し
て
次
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ
う

い
っ
た
も
の
は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

辻
野　
﹃
ひ
ろ
ば
﹄
が
情
報
発
信
の
場
で
あ
り
、

発
散
の
場
で
も
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

荒
木　

今
は
、
行
政
の
人
な
ど
、
自
分
が
し
ゃ

べ
れ
ば
、
そ
こ
を
代
表
し
て
し
ゃ
べ
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
考
え
方
を
さ
れ
る
の
で
、
こ
う

い
っ
た
本
質
的
な
議
論
が
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
話
が
で
き
る
と
い
う
、
本
当
の
意
味
で
広

グ
ル
ー
プ
の
名
前
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）

一
月
に
「
チ
ェ
ッ
ク
の
会
」
と
名
乗
り
ま
し
た
。

新
幹
線
が
な
か
っ
た
時
代
、
小
林
邦
雄
さ
ん
は

東
京
と
大
阪
の
情
報
を
流
す
き
っ
か
け
と
な

り
、
そ
の
う
ち
﹃
新
建
築
﹄
の
編
集
ス
タ
ッ
フ

で
あ
る
馬
場
璋
造
さ
ん
（
注
16
）
も
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

北　

東
京
と
大
阪
と
の
間
で
は
編
集
者
の
情
報

が
貴
重
な
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

辻
野　

ち
ょ
っ
と
整
理
を
し
て
い
た
ら
、
京
都

タ
ワ
ー
反
対
運
動
に
つ
い
て
、「
チ
ェ
ッ
ク
の

会
」
で
、
一
〇
〇
人
の
建
築
家
を
選
ん
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
葉
書
（
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
が
出

て
き
ま
し
た
。

北　

す
ご
い
建
築
家
ば
か
り
で
す
ね
。

辻
野　

そ
れ
を
﹃
近
代
建
築
﹄（
注
17
）
に
匿

名
も
あ
り
ま
し
た
が
全
部
載
せ
た
の
で
す
。
別

に
差
し
出
し
た
人
全
員
の
名
前
も
載
せ
た
か

ら
、
そ
れ
は
か
な
り
し
か
ら
れ
た
け
れ
ど
も

ね
（
笑
）。
こ
の
と
き
に
初
め
て
建
築
家
の
社

会
責
任
を
問
う
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
か
な
り

「
チ
ェ
ッ
ク
の
会
」
を
有
名
に
し
ま
し
た
。

牧
野
「
異
様
な
京
都
タ
ワ
ー
が
、
東
本
願
寺
、

東
山
、
比
叡
山
よ
り
も
高
く
、
グ
ロ
テ
ス
ク
な

姿
を
さ
ら
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
厳
し

い
評
論
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
京
都
タ

ワ
ー
の
建
設
は
、
そ
の
当
時
、
社
会
的
に
賛
否

が
問
わ
れ
た
の
で
す
か
？

と
い
う
話
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。
昭
和
三
六

年
（
一
九
六
一
年
）
一
月
に
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ

の
展
覧
会
が
大
阪
で
あ
り
、「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
ェ
展
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
浦

辺
先
生
を
囲
む
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

の
年
の
四
月
に
は
竹
中
工
務
店
の
小
川
正
さ
ん

（
注
10
）、
一
〇
月
に
は
倉
敷
民
藝
館
の
館
長

の
外
村
吉
之
介
さ
ん
（
注
11
）
と
い
っ
た
方
々

を
招
い
た
の
が
最
初
で
す
（
講
演
料
は
無
料
で

す
）。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
東
京
の
連
中

が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
当
た
り
を
付
け
れ
ば
関

西
の
こ
と
は
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
宮
内
嘉

久
さ
ん
（
注
12
）
や
村
松
貞
次
郎
先
生
（
注

13
）
が
声
を
掛
け
て
く
れ
、
座
談
会
や
取
材
も

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
﹃
ス
ペ
ー
ス
モ
ジ
ュ

レ
ー
タ
ー
﹄（
注
14
）
と
い
う
雑
誌
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

荒
木　

日
本
板
硝
子
が
発
行
し
て
い
た
専
門
家

向
け
の
広
報
誌
で
す
ね
。

辻
野　

は
い
。﹃
ス
ペ
ー
ス
モ
ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
﹄

は
、
大
阪
の
都
島
工
業
高
等
学
校
の
建
築
科
の

卒
業
生
で
も
あ
る
二
川
幸
夫
さ
ん
（
注
15
）
が

写
真
を
、
編
集
は
、
小
林
邦
雄
さ
ん
で
、
小
林

さ
ん
か
ら
「
二
川
さ
ん
は
大
阪
へ
帰
り
た
が
っ

て
い
る
。
ス
ラ
イ
ド
講
演
会
を
や
ろ
う
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
開
催
資
金

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
寄
付
を
募
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。寄
付
を
募
る
た
め
に
は
、

辻
野　

そ
れ
は
非
常
に
大
事
な
話
で
、
も
ち
ろ

ん
う
ち
の
連
中
に
も
よ
く
言
っ
て
い
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
設
計
者
と
い
う
の
は
、

人
様
の
金
で
自
分
の
金
で
は
造
れ
な
い
も
の
を

造
っ
て
い
る
。
自
分
た
ち
よ
り
も
何
十
倍
と
い

う
お
金
を
持
っ
て
い
る
人
、
そ
の
人
と
同
じ
気

持
ち
、
同
じ
目
に
な
れ
な
か
っ
た
ら
、
設
計
は

で
き
な
い
ぞ
と
。
も
う
一
つ
は
、
何
で
も
い
い

か
ら
日
本
一
に
な
れ
と
。
何
で
も
一
番
に
な
っ

た
ら
、
そ
の
話
で
ト
ッ
プ
の
人
に
話
が
で
き
る

ぞ
と
。

米
山　
　

月
曜
日
の
週
礼
に
お
い
て
、
毎
週
の

全
体
の
予
定
の
調
整
や
雑
談
と
か
を
す
る
の
で

す
が
、「
お
前
は
、
こ
の
所
内
で
一
番
の
も
の

を
そ
ろ
そ
ろ
見
つ
け
た
か
」
と
ち
ょ
く
ち
ょ
く

聞
か
れ
ま
す
（
笑
）。

「
チ
ェ
ッ
ク
の
会
」
の
活
動
に
つ
い
て

辻
野　

一
九
六
一
年
頃
は
、
残
業
代
を
会
社
は

節
約
し
た
い
時
代
で
、
残
業
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
お
金
は
な
い
、
そ
し
て
夜
は
長
い
。
そ

れ
は
他
の
事
務
所
も
同
じ
で
、梅
田
に「
チ
ェ
ッ

ク
」
と
い
う
坂
倉
事
務
所
に
居
た
人
が
設
計
し

た
ジ
ャ
ス
喫
茶
が
あ
っ
て
、
大
学
を
同
期
で
卒

業
し
た
東
孝
光
さ
ん
（
注
８
）
や
東
さ
ん
と
同

期
入
学
の
紙
野
佳
人
さ
ん
（
注
９
）
た
ち
が
溜

ま
っ
た
の
が「
チ
ェ
ッ
ク
の
会
」の
始
ま
り
で
す
。

　

集
ま
っ
て
い
る
う
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
で
プ
ロ

モ
ー
ト
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
れ
な
い
か

民
家
の
大
家
に
、レ
イ
ア
ウ
ト
を
小
林
邦
雄
に
、

雑
役
に
使
い
や
す
い
立
場
に
あ
っ
た
私
が
加
わ

り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
近
畿
建
築
士
会
協
議

会
を
ま
と
め
た
機
関
紙
の
編
集
を
、
大
阪
府
建

築
士
会
の
初
代
会
長
で
あ
る
渡
辺
節
先
生
（
注

７
）か
ら
、比
較
的
自
由
に
動
け
る
立
場
に
あ
っ

た
私
に
手
伝
い
を
命
じ
ら
れ
、
私
は
編
集
委
員

の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

河
野　

浦
辺
先
生
の
周
り
に
は
他
に
も
ス
タ
ッ

フ
も
い
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
辻
野
先
生
は
特
に

浦
辺
先
生
と
つ
な
が
り
が
強
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

辻
野　

他
の
ス
タ
ッ
フ
は
ク
ラ
レ
の
社
員
。
私

の
場
合
は
「
浦
辺
先
生
か
ら
の
仕
事
だ
」
と
言

え
ば
、藤
木
工
務
店
は
何
も
文
句
が
言
え
な
い
。

浦
辺
先
生
も
使
い
や
す
い
立
場
に
い
た
わ
け
で

す
。「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
連
載
も
、
言
い

出
し
た
の
は
浦
辺
先
生
で
し
た
が
、
徳
岡
昌
克

さ
ん
と
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
徳
岡
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
に
留
学
さ
れ
た
た

め
、
一
人
で
や
り
ま
し
た
。

河
野　
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
普
段
か
ら

材
料
を
集
め
て
い
な
い
と
大
変
で
す
ね
。

辻
野　

こ
れ
は
浦
辺
先
生
の
教
育
で
、「
あ
そ

こ
に
、
い
い
把
手
が
あ
っ
た
や
ろ
う
」
と
古
美

術
を
楽
し
む
非
常
に
鋭
い
眼
で
す
ね
。
東
畑
先

生
も
ね
。

荒
木　

浦
辺
先
生
も
普
段
か
ら
本
物
を
見
て
お

き
な
さ
い
と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

親
し
い
間
柄
で
し
た
。
例
え
ば
、
浦
辺
先
生
が

岡
山
一
中
の
同
窓
生
で
あ
っ
た
守
屋
正
（
京
都

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
理
事
長
）・
武
内
潔
（
鐘
紡
副

会
長
）・
北
野
正
男
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
）
さ
ん
と
い
っ
た
友
人
た
ち
と
大
徳
寺
孤

篷
庵
に
生
前
に
墓
を
用
意
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
際
、
東
畑
先
生
が
仲
間
に
入
れ
て

ほ
し
い
と
い
う
申
し
入
れ
を
さ
れ
、
五
人
が
同

じ
寺
に
墓
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
浦
辺
先
生
か

ら
、
ど
う
せ
息
子
た
ち
は
参
っ
て
く
れ
な
い
だ

ろ
う
か
ら
と
、「
若
い
君
が
墓
守
を
し
ろ
、
君

も
こ
こ
に
入
れ
」
と
い
う
こ
と
で
、
墓
守
を
任

さ
れ
ま
し
た
。
東
畑
先
生
は
、
墓
は
維
持
と
手

入
れ
が
楽
に
で
き
な
い
と
い
け
な
い
、
先
生
の

墓
の
「
寂
」
の
字
を
前
に
字
体
の
大
切
さ
を
語

ら
れ
、
清
林
文
庫
を
案
内
い
た
だ
き
「
こ
こ
に

は
い
い
字
体
の
本
が
あ
る
か
ら
、
お
ま
え
が
墓

を
つ
く
る
と
き
は
、
見
に
来
い
」
な
ど
、
墓
の

作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

近
畿
建
築
士
会
協
議
会
会
誌
『
ひ
ろ
ば
』

創
刊
の
こ
ろ

辻
野　

浦
辺
先
生
は
、
昭
和
三
七
年
七
月
、
岸

田
日
出
刀
先
生
（
注
６
）
の
指
示
に
よ
り
、
日

本
道
路
公
団
の
仕
事
を
受
け
る
た
め
、
株
式
会

社
倉
敷
建
築
研
究
所
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
頃

日
本
建
築
協
会
四
五
周
年
記
念
出
版
委
員
長
と

な
り
、﹃
ふ
る
さ
と
の
す
ま
い
│
日
本
民
家
集
﹄

を
編
集
す
る
こ
と
に
な
り
、
浅
野
清
先
生
他
古
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11 ページ撮影：三輪昌央（三輪
晃久写真研究所）

（注 19）病院建築 No.145 2004
年 10 月 JIHa 創立 50 周年 50 人
が語る医療福祉建築 私の「この
作品」

造
っ
た
わ
け
で
す
。
一
時
は
大
評
判
で
ね
。
と

こ
ろ
が
、
一
〇
年
く
ら
い
経
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
れ
ば
、
も
の
す
ご
く
評
判
が
悪
い
の
で
す

よ
。
シ
ャ
ワ
ー
で
も
い
い
の
で
、
一
人
で
入
れ

る
浴
室
が
ほ
し
い
と
。

　

倉
敷
市
の
デ
ー
タ
を
調
べ
る
と
、
公
衆
浴
場

の
数
が
半
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
各
家
庭
に

浴
室
い
わ
ゆ
る
内
風
呂
が
で
き
た
の
で
す
。
そ

う
す
る
と
、
共
同
の
浴
場
に
入
る
習
慣
が
な
く

な
っ
た
の
で
す
。
建
築
と
い
う
の
は
、
生
活
習

慣
や
生
活
水
準
の
変
化
で
変
わ
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
、
そ
の
と
き
教
わ
り
ま
し
た
。

　

設
計
と
い
う
の
は
過
去
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

こ
う
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
仮
説
立
て
で
進
め
ま

す
。
完
成
後
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
と

い
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
病
院
の
設
計
で
は
と

て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
壁
の
汚

れ
や
傷
が
ひ
ど
い
場
合
は
そ
の
原
因
を
追
及
し

て
、
次
の
設
計
に
生
か
し
て
い
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

荒
木　

仮
説
を
立
て
て
、
検
証
を
積
み
重
ね
て

い
く
。
次
に
設
計
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い

く
と
い
う
形
で
す
ね
。

辻
野　

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
分
析
し
、
新

し
い
条
件
を
加
え
て
改
善
す
る
病
院
と
経
営

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
相
談
し
て
修
正
す
る
。
そ

の
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
二
〇
一
〇
年
に
第
四

回
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

成
長
と
変
化
に
対
応
す
る
こ
と

辻
野　

例
え
ば
、
七
、八
年
前
に
計
画
し
た
こ

と
は
、
現
在
で
は
適
切
で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
画
像
診
断
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
能

力
は
、
技
術
の
進
歩
で
、
よ
り
鮮
明
な
画
像
が

半
分
の
時
間
で
得
ら
れ
、
価
格
も
手
に
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
予
定
台
数
の

半
分
で
用
が
足
り
ま
す
。
一
方
消
化
器
内
視
鏡

は
Ｘ
線
透
視
か
ら
技
術
の
発
達
で
フ
ァ
イ
バ
ー

部
分
が
細
く
な
り
、
負
担
も
軽
く
確
実
に
診
断

で
き
、
移
行
が
進
み
、
結
果
的
に
は
、
倍
の
件

数
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
場
に
振
向
け
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
病
院
建
築
で
は
そ
れ
ほ
ど
変
化

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
が
か
え
っ
て
面
白
い
。

北　

確
か
に
、
建
築
で
考
え
る
ス
パ
ン
と
、
医

療
の
進
歩
の
ス
パ
ン
が
全
然
違
う
。
そ
れ
に
対

応
し
て
い
く
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

辻
野　

私
が
四
五
年
前
に
倉
敷
中
央
病
院
に
関

わ
り
始
め
た
頃
、
病
院
の
洋
式
便
器
の
採
用

は
、
猛
反
対
に
遭
い
ま
し
た
。
住
宅
公
団
も
洋

式
が
少
し
入
り
始
め
た
こ
ろ
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
便
所
で

は
誰
も
座
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
、
三
つ
あ
っ

た
ブ
ー
ス
の
内
、
一
つ
だ
け
は
洋
式
便
器
を
認

め
て
く
れ
ま
し
た
。
蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
洋

式
便
器
の
方
に
行
列
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
面
白
か
っ
た
の
は
、
病
棟
毎
で
な

く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
快
適
な
公
衆
浴
場
を

変
化
」
は
ロ
ン
ド
ン
の
ノ
ー
ス
ウ
ィ
ッ
ク
パ
ー

ク
病
院
で
始
ま
り
ま
し
た
。
廊
下
主
軸
の
線
が

あ
っ
て
、
そ
こ
へ
横
に
つ
な
ぐ
建
物
を
つ
く
る

型
で
し
た
。
そ
れ
を
松
本
先
生
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
我
々
が
倉
敷
中
央
病
院
を
設

計
す
る
こ
ろ
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
当
初
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
浦
辺
設
計
に
森
本
正
一
君
と

い
う
、
京
都
大
学
出
身
の
優
秀
な
人
が
い
て
、

そ
れ
に
大
阪
大
学
で
先
生
を
困
ら
せ
た
と
い
う

西
井
美
彦
君
が
私
の
も
と
に
加
わ
り
、
昔
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
興
味
が
あ
り
、
幹
線
廊
下
を
つ
く

り
「
二
進
法
で
い
こ
う
よ
」
と
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
二
進
法
と
い
う
の
は
、
十
字
路
を
つ
く
ら

な
い
で
、
左
か
右
か
と
か
、
意
思
決
定
で
き
る

動
線
を
作
っ
て
み
な
い
か
と
。「
お
も
し
ろ
い
」、

「
や
ろ
う
」
と
始
ま
っ
た
の
が
倉
敷
中
央
病
院

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
の
で
す
。
今
も
そ
の
幹

線
廊
下
が
生
き
て
い
ま
す
。結
果
は
、フ
ァ
サ
ー

ド
の
な
い
、
中
は
ど
こ
が
接
ぎ
目
か
分
か
ら
な

い
建
築
空
間
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

一
〇
年
ぐ
ら
い
前
に
、
病
院
建
築
の
専
門
家

を
対
象
に
、
今
ま
で
で
最
も
印
象
の
あ
っ
た
病

院
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
（
注
19
）

さ
れ
ま
し
た
。
倉
敷
中
央
病
院
と
千
葉
県
立
が

ん
セ
ン
タ
ー
の
二
つ
が
ト
ッ
プ
に
上
が
り
ま
し

た
。
今
ま
で
の
「
病
院
ら
し
く
な
い
病
院
」
づ

く
り
を
で
き
た
こ
と
が
高
い
評
価
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
ま
す
。

も
相
談
役
を
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

牧
野　

辻
野
先
生
と
し
て
は
生
涯
現
役
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

倉
敷
中
央
病
院
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

北　

私
は
倉
敷
中
央
病
院
を
以
前
か
ら
一
つ
の

街
の
よ
う
な
病
院
だ
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し

た
。
も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
過
程
で
考
え
ら
れ

た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

辻
野　

倉
敷
中
央
病
院
を
担
当
す
る
と
き
に
、

当
社
で
は
こ
ん
な
大
き
な
病
院
、
独
自
で
無
理

と
、
経
験
の
あ
る
、
あ
る
事
務
所
と
の
協
同
・

指
導
を
受
け
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

紹
介
を
得
る
た
め
、
愛
染
橋
病
院
の
設
計
で
知

り
合
っ
た
厚
生
省
病
院
管
理
研
究
所
の
松
本
啓

俊
先
生
に
相
談
し
に
行
き
ま
し
た
。そ
し
た
ら
、

「
あ
な
た
の
と
こ
ろ
は
ホ
テ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
生
か
し
て
病
院
づ

く
り
を
し
た
ら
ど
う
だ
。
必
要
な
資
料
は
全
部

出
す
」
と
。
看
護
で
は
東
海
大
学
病
院
の
前
田

マ
ス
ヨ
さ
ん
の
指
導
を
受
け
て
、
自
力
で
あ
え

ぎ
あ
え
ぎ
作
っ
た
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

荒
木　

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
当
初
か
ら

シ
ナ
リ
オ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
書
き
換

え
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
で

し
ょ
う
か
。

辻
野　

イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た「
成
長
と
変
化
」

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
病
院
機
能
の
「
成
長
と

倉敷中央病院

幹線廊下（うぐいす通り）

フラワーガーデン
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ど
建
築
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

荒
木　
「
有
り
難
い
こ
と
に
は
、
質
を
追
っ
て

利
益
を
考
え
な
か
っ
た
こ
の
進
み
方
は
、
か

え
っ
て
読
者
を
集
め
る
原
因
に
さ
え
な
っ
た
」

と
編
集
後
記
に
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は
実
物

じ
ゃ
な
い
と
意
味
が
な
い
で
す
も
の
ね
。

辻
野　

浦
辺
先
生
に
導
か
れ
て
民
芸
の
器
で
食

事
を
し
、
酒
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
使
っ
て

み
な
い
と
本
物
の
良
さ
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、「
三
笑
楽
」
と
い
う
酒
で
す
が
、
合
掌

造
り
の
建
物
で
有
名
な
富
山
の
秘
境
・
五
箇
山

で
見
つ
け
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
浦
辺
先
生
が

「
三
笑
主
義
」
を
唱
え
て
お
り
、
建
築
と
い
う

の
は
、
施
主
も
、
施
工
者
も
、
設
計
者
も
喜
ば

な
い
と
い
け
な
い
と
。
一
人
が
泣
い
た
ら
、
い

い
建
築
で
は
な
い
の
だ
と
。
浦
辺
先
生
が
亡
く

な
ら
れ
た
後
に
見
つ
け
ま
し
た
、
さ
あ
、
飲
ん

で
く
だ
さ
い
。
今
で
は
、
う
ち
の
地
鎮
祭
と
か

竣
工
式
の
奉
献
酒
と
し
て
必
ず
こ
れ
を
使
っ
て

い
ま
す
。

牧
野　

今
ま
で
の
言
葉
や
教
え
が
す
べ
て
が
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
す
ご
く
し
ま
す

ね
。
た
ま
た
ま
「
三
笑
楽
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
つ
な
が
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
本
日
は
長
時
間
に
わ
た
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
五
月
二
八
日
Ｕ
Ｒ
設
計
・

　
　
　
　
　
　

六
月
五
日
倉
敷
中
央
病
院
に
て

に
空
い
た
場
所
を
不
便
で
も
確
保
し
た
努
力
が

非
合
理
的
配
置
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
設
計
者

の
眼
で
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
改
善
も
共

に
進
め
て
い
ま
す
。

民
芸
と
の
関
わ
り

荒
木　

辻
野
先
生
は
、
大
阪
民
芸
協
会
の
会
長

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
民
芸
と
深
く
関
わ
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
民
芸
に

興
味
を
持
た
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

辻
野　

民
芸
と
は
大
正
末
、
美
術
工
芸
品
で
な

く
、
名
も
な
い
職
人
が
美
を
意
識
す
る
こ
と
な

く
無
心
に
作
っ
た
器
な
ど
に
新
し
い
美
を
発
見

し
た
柳
宗
悦
の
主
唱
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

学
生
の
頃
、
民
家
に
興
味
が
あ
り
、
浦
辺
先

生
に
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、
ち
ょ
う
ど
「
河
内

の
民
家
」
見
学
会
が
あ
る
か
ら
つ
い
て
来
な
さ

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
見
学
会
へ
の

参
加
を
機
に
大
阪
民
芸
協
会
に
入
っ
た
の
で
す
。

　

大
原
總
一
郎
さ
ん
の
影
響
も
あ
り
、
浦
辺
先

生
は
民
芸
に
ど
っ
ぷ
り
浸
り
、
生
活
も
民
芸
で

し
た
。
倉
敷
民
芸
協
会
の
立
ち
上
げ
も
、
倉
敷

民
芸
館
も
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
浦
辺
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
、

浦
辺
夫
人
か
ら
浦
辺
先
生
が
所
蔵
し
て
い
た
民

芸
関
係
の
図
書
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
浦
辺
夫
人

は
震
災
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
民
芸
の
心
は
現

場
に
も
取
り
入
れ
、
芹
沢
銈
介
先
生
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
や
瀧
田
項
一
先
生
の
絵
付
タ
イ
ル
な

米
山　

中
に
は
、
他
事
例
を
加
味
な
ど
し
て
将

来
計
画
に
提
案
し
て
も
、
聞
き
入
れ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
将
来
変
化

の
可
能
性
を
予
見
し
、
そ
れ
に
対
す
る
建
築
的

な
対
策
を
検
討
す
る
の
は
僕
ら
し
か
い
ま
せ

ん
。
常
に
成
長
と
変
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
を

頭
の
片
隅
に
置
き
な
が
ら
設
計
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

辻
野　

そ
の
昔
、
頑
と
し
て
引
か
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
当
時
の
院
長
が
、「
辻
野
さ
ん
が

駄
目
と
言
う
か
ら
、
駄
目
だ
」
と
言
っ
た
ら
し

く
、あ
る
先
生
が
怒
鳴
り
込
ん
で
き
て
ね（
笑
）。

で
も
、
そ
れ
を
守
り
通
す
こ
と
を
許
し
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

が
、
一
面
か
ら
の
聞
き
方
だ
け
で
は
取
り
違
え

る
。
何
か
お
か
し
い
と
思
え
ば
、
反
対
の
面
か

ら
も
う
一
度
聞
き
直
し
て
、
本
音
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
聞
き
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
は

も
と
も
と
聖
路
加
病
院
の
日
野
原
重
明
先
生
に

教
わ
っ
た
こ
と
で
、
日
野
原
先
生
が
人
間
ド
ッ

ク
を
担
当
し
て
い
た
時
の
見
学
で
、
イ
エ
ス
と

答
え
る
問
診
と
ノ
ー
と
答
え
る
問
診
で
は
結
果

が
違
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の

設
計
で
、
新
築
し
た
部
分
が
で
き
た
ら
、
そ
の

継
ぎ
目
が
判
ら
な
い
シ
ー
ム
レ
ス
改
修
を
施
主

か
ら
要
望
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
所
に
一
部
で

も
移
し
た
時
し
か
空
い
た
部
分
の
全
面
改
修
の

機
会
は
な
い
と
、
そ
し
て
病
院
の
成
長
と
と
も

メ
ン
ト
の
第
一
人
者
で
あ
る
名
古
屋
大
学
名

誉
教
授
の
柳
澤
忠
先
生
か
ら
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

北　

病
院
の
設
計
を
進
め
る
と
き
、
誰
と
話
す

の
が
一
番
い
い
と
思
わ
れ
ま
す
か
？
さ
ま
ざ
ま

な
局
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
病
院
の
運
営

を
手
が
け
る
ト
ッ
プ
な
の
か
、
最
後
は
現
場
の

人
な
の
か
。

辻
野　

わ
れ
わ
れ
が
、
四
五
年
前
は
、
初
め
て

で
ま
ず
調
査
と
観
察
で
知
り
、
同
様
の
病
院
の

デ
ー
タ
と
突
き
合
わ
せ
て
違
い
の
理
由
を
追
求

し
、
現
場
と
と
こ
と
ん
話
し
合
い
、
積
み
重
ね

た
結
果
を
建
築
に
し
ま
し
た
。
打
合
せ
の
回
数

が
八
〇
〇
を
超
え
た
と
言
っ
た
ら
病
院
仲
間
か

ら
、
驚
き
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

建
物
の
完
成
後
も
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
あ
り

ま
し
た
が
、
話
し
合
っ
た
婦
長
さ
ん
ら
は
自
分

達
が
作
っ
た
と
、
う
ま
く
使
い
こ
な
し
て
く
れ

ま
し
た
。
当
時
は
病
院
の
職
員
数
が
七
〇
〇

人
く
ら
い
し
か
い
な
か
っ
た
。
今
回
は
三
、

〇
〇
〇
人
で
全
然
違
う
わ
け
で
す
よ
。
今
回
は

ト
ッ
プ
と
話
し
合
い
、
骨
格
を
作
り
、
各
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
持
ち
込
ん
で
話
し
合
い
、

問
題
点
は
ト
ッ
プ
に
戻
す
形
を
繰
り
返
し
、
そ

う
い
う
役
目
を
我
々
が
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ

と
の
打
ち
合
わ
せ
だ
け
で
も
五
〇
〇
回
を
越
え

ま
し
た
。

北　

な
る
ほ
ど
、
縦
割
り
を
横
に
つ
な
ぐ
よ
う

な
役
目
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

上段：民芸運動の啓蒙を目的に発
　　　刊された『工藝』

協力
脇屋 泰治
1960年 岡山県生まれ
1983年 九州芸術工科大学芸術工 
 学部環境設計学科卒業
1983年 浦辺設計
2001年〜倉優
2006年〜ユー・アール設計嘱託（兼 
  務）

米山 剛史
1979年 奈良県生まれ
2002年 京都大学工学部建築学科 
 卒業
2004年 京都大学工学研究科環境 
 地球工学専攻修了後、中 
 央設計
2007年〜ユー・アール設計

聞き手
河野 学
1979年 大阪府生まれ
2008年 大阪大学大学院（博士後期 
 課程）修了
2008年 大阪大学大学院特任研究員
2009年 大阪府立工業高等専門学校 
 講師
2013年 京都市住宅供給公社

北 聖志
1976年 大阪府生まれ
2001年 神戸大学大学院（博士課程 
 前期）修了
2001年 二井清治建築研究所
2007年 THNK一級建築士事務所 
 設立
 近畿大学非常勤講師

奥河 歩美
1976年 兵庫県生まれ
2001年 神戸大学大学院（博士課程 
 前期）修了
2001年 共同設計株式会社
2007年 O＋O architects
2010年 空間計画株式会社

牧野 高尚
1969年 和歌山県生まれ
1988年 和歌山県立和歌山工業高 
 等学校建築科卒業
1993年 伊東建築計画室
2000年 Atelier PICT設立

本特集責任編集人
荒木 公樹
1971年 大阪府生まれ
1995年 神戸大学工学部建築学科卒
1995年 建築環境研究所
2003年 空間計画設立

倉敷中央病院の変遷

左上：1970 年代（着手前）　左下：1980 年代（第 3期完了時）　右：2013 年　

倉敷中央病院 1階平面図（2013 年）　
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　  ひろば 68年 9月号

65年 5月号　71年 8月号

「グループチェックの会」での取組
　ここでは、辻野純徳氏が参加した「グループチェックの会」が 1964 年（昭和 39 年）各地の建築家、大学教授、編集者等を対象に実施した、京都タワー建設
に関するアンケートの返信を掲載する。これらは、辻野純徳氏よりご提供いただいた。インタビューページにあるように、アンケートの結果については、『近代
建築 1964 年 8 月号』にて公表された。誌面の都合上一部の掲載となるが、当時の建築関係者の景観に対する意識が伺える。
　また、下記の通り「グループチェックの会」のメンバーならびに活動内容を記録する。（建築人編集人）
【メンバー】東孝光（坂倉準三建築研究所）・尾崎英二（倉敷建築研究所）・紙野桂人（大阪大学）・小林邦雄（大日本印刷）・辻野純徳（倉敷建築研究所）・時津

勝三（大日本印刷）・永崎健三（乃村工藝社）・山崎泰孝（坂倉準三建築研究所）・吉田好伸（坂倉準三建築研究所）〈所属は当時〉

【活動内容】

1961 年（昭和 36年）：1月 座談会「ル・コルビュジエ展をめぐって」講師：浦辺鎮太郎（倉敷建築研究所所長）、4月 スライドと講演「アメリカの現代建築」

講師：小川正（竹中工務店設計部長）、10月 スライドと講演「欧米民芸の旅」　講師：外村吉之介（倉敷民藝館長）

1962 年（昭和 37年）：10月 座談会「建築年鑑をめぐる話題」宮内嘉久（建築年鑑編集者）、12月 座談会「建築家の大阪－若い世代」村松貞次郎（東京大学助教授）

1963 年（昭和 38年）：1月 スライドと講演「建築－遺跡と現代」二川幸夫（写真家）、2月 座談会「現代建築の直面するもの」佐々木宏（スペースコンサル

タンツ）、3月 ルポタージュ「大阪のキタとミナミ（都市社会学から見た）」建築と社会 4月号、3～ 6月 松下電器産業“ナショナルショールーム　ドリームハ

ウス”設計監理、7月 国立劇場設計競技応募作品展関西展運営
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1981～98年　（株）浦辺設計取締役
1984～89年　大阪大学工学部講師建築一般材
料学
1985～89年　日本病院設備協会病院空調研究
委員会委員

1992年　有限会社ユーアール設計設立代表取
締役
1993年　市立泉佐野病院建設計画案設計競技
審査委員
1997年　川崎医療短期大学医用デザイン科講師

2003年　日本医療福祉設備協会　病院空調設
備の設計　管理指針改訂検討委員会委員

2014年　有限会社ユーアール設計代表取締役
退任・相談役就任

倉敷建築研究所ならびに浦辺設計での担当作品
1961年　石井記念愛染園女子単身者住宅
（大阪市／大阪建築コンクール知事賞／新建築

1970年　千里阪急ホテル１期（豊中市／大阪
建築コンクール知事賞／新建築1970年6月号）
1971年　日本合成化学工業中央研究所（茨木

1980年　倉敷河畔重要伝統的建造物群保存修
理昭和55年度（倉敷市）
1981年　多摩丘陵病院（町田市）、武蔵野赤

1991年　北九州市総合基幹病院（北九州市）
1992年　心臓病センター榊原病院増改築（岡
山市）、北九州市総合基幹病院がんセンター棟

辻野純徳＋ユー・アール設計　年譜

1982～2005年　日本病院設備学会に13回にわたり「病院における設計と運営の問題」発表
1992～94年　厚生省委託研究　老人保健施設マニュアル建設企画担当作業班長（共著　シル
バーサービス振興会編「老人保健施設建設マニュアル」1995年刊・改訂版2001年刊）
1993～98年　日本病院設備協会　病院空調設備の設計　管理指改訂検討委員会委員

1998～99年　厚生省委託研究　感染指定医療機関の施設基準にかかるガイドライン検討委員会
委員（共著　感染症病棟建築・設備に関する研究会編「新しい感染症病室の施設計画ガイドライ
ン」2001年刊）

1953年　大阪大学工学部構築工学科入学
1955年　浦辺鎮太郎「建築一般材料学」を受
講、玉島レイヨン（現・クラレ）玉島工場建設
現場で夏季実習、大阪民藝協会河内民家見学会
に参加（のち入会）
1957年　大阪大学工学部構築工学科卒業、
浦辺鎮太郎の紹介により（株）藤木工務店へ入
社

1962年　倉敷建築研究所へ出向
1963年　倉敷レイヨン（株）入社（株）倉敷
建築研究所（現（株）浦辺設計）兼務
1964年　倉敷レイヨン（株）退社
1964～73年　『ひろば』編集常任委員

1970～76年　大阪大学工学部講師建築設計製
図第3部（ホテル・病院）
1976～81年　（株）浦辺設計技師長、神奈川
県立看護大学校看護管理コース講師（病院建
築）

2000年　特別養護老人ホーム「かーさ・びあ
んか」（堺市）、松永医院増築（下関市）、富
田浜病院第６期療養型病棟増築（四日市市）

2011年　岡山リハビリテーション病院（岡山
市）、特別養護老人ホーム「かーさ・びあんか
三国ヶ丘」（堺市）

藤木工務店での担当作品
1957年　鳥居邦枝邸（宝塚市）
1958年　小西儀助商店研究所（大阪市）、住

1961年11月号、建築年鑑1963年版）
1962年　石井記念愛染園愛染橋保育所（大阪
市／新建築1963年2月号、近代建築1963年2月
号）、スエヒロあみだ池倉庫（大阪市）
1963年　浜寺幼稚園第1期（高石市／新建築
1963年9月号）
1965年　石井記念愛染園愛染橋病院（大阪市
／新建築1965年3月号、近代建築1965年7月
号、SD1966年7月号）、日本ユースホステル
協会倉敷ユースホステル（倉敷市、新建築
1965年12月号）
1966年　名神高速道路吹田レストハウス（吹
田市／新建築1966年7月号）、クラレスポーツ
センター野田プール（大阪市）、府内信用金庫
本店（大分市）、スエヒロ高松店（高松市）
1967年　日本ユースホステル協会奈良ユース
ホステル（奈良市／新建築1967年9月号）
1968年　倉敷レイヨン中央研究所（倉敷市／
新建築1968年9月号 建築文化1968年9月

市／建築年鑑1971年版）、倉敷珈琲館（倉敷
市／商店建築3月号）、NHK神戸放送会館（神
戸市／建築年鑑1971年版）、紀伊風土記の丘
松下記念資料館（和歌山市／新建築1972年3月
号）、スエヒロ本店（大阪市）
1972年　玉野市総合文化センター（第14回
BCS賞）、泉北ニュータウン槇塚台近隣セン
ター、鐘紡迎賓館（芦屋市）
1973年　泉北ニュータウン槇塚台団地賃貸住
宅（堺市）、玉野市民病院（新建築1973年12
月号、建築文化1973年12月号、病院1974年
11月号、病院設備1975年3月号）
1974年　倉敷アイビースクエア（倉敷市／昭
和49年度日本建築学会賞、昭和49年度日本イ
ンテリアデザイナー協会賞他／新建築1974年7
月号、建築文化1974年7月号、近代建築1974
年8月号、建築画報1974年7月号他）、和歌山
県埋蔵文化財収蔵庫（和歌山市）
1975年 トヨサキ産業新幹線博多駅店他2店

十字病院（武蔵野市／新建築1982年5月号、病
院1982年8月号、現代日本の病院）
1982年　因島市医師会病院（広島県因島
市）、ボバース記念病院（大阪市）、武蔵野赤
十字病院改修（武蔵野市）
1983年　八木病院（福岡市）、玉野レクレセ
ンターアリーナ棟（玉野市）、喜多メイヨー・
クリニック（東大阪市）
1984年　玉野レクレセンター柔剣道場棟（玉
野市）、特別養護老人ホーム海南荘（佐世保
市）、神戸市農業公園ワインパークセンター
ゾーン（神戸市／平成2年度神戸市建築文化
賞）
1985年　ドリーム特販ショールーム改装（広
島市）、神戸市農業公園陶芸館（神戸市）
1986年　神戸市農業公園学童農園附属施設、
ゲート他（神戸市）、神戸市六甲山牧場博物展
示館（神戸市）
1987年 黒住教神道山老人集合住宅（岡山

改造他、立体駐車場（北九州市）
以降ユー・アール設計の作品
1993年　明文館深江北町ビル（神戸市）、セ
ントラルユニNプロジェクト（北九州市）、富
田浜病院第3期（四日市市）、ミドリ会さくら
薬局（碧南市）、豊洲製菓工場統合計画（池田
市、基本設計+監理）、小倉そごうかつ福内装
（北九州市）
1994年　プロルート丸光新配送センター（天
理市）
1995年　ガラシア病院改造工事第1～3期
1996年　小林記念病院増築・改修（碧南
市）、老人保健施設「みあ・かーさ」（堺市）
1997年　島田病院増築及び老人保健施設
「悠々亭」（羽曳野市）、
1998年　富田浜病院増改築及び老人保健施設
（四日市市、基本設計）
1999年　武蔵野赤十字病院増改築（武蔵野
市） 浅香山病院新病棟（堺市）

2001年　石井記念愛染園特別養護老人ホー
ム・グループホーム（大阪市）、浅香山病院看
護専門学校・援護寮（堺市）、ガラシア病院手
術室等改修（箕面市）、
2002年　北九州市立医療センター増築・改
修、網野町立健康福祉センター・図書館（京都
府網野町）、特別養護老人ホーム「アイユウの
苑」増築（下関市）、介護老人保健施設伯鳳プ
ラザ増築（赤穂市）
2003年　特別養護老人ホーム・グループホー
ム「アル・ソーレ」（堺市）、丹後ふるさと病
院増改築、とよす東急百貨店本店他4店（渋谷
区ほか）
2004年　岡山旭東病院増改築改修
2005年　大念佛寺社会事業団ダイヤモンドプ
ラン21（保育所・乳児室・母子寮）（大阪
市）、飯塚記念病院（福岡県飯塚市／設計協
力）、老人保健施設アイユウ増築（下関市）
2006年 浅香山病院増築（堺市 近代建築

2012年　吉川病院介護老人保健施設すこやか
いきいきセンター三国ヶ丘（堺市）、特別養護
老人ホームふるさと（京丹後市）
2014年　融通念仏宗総本山大念佛寺新延喜殿
（大阪市）、アイユウ長府サービス付き高齢者
向け住宅（下関市）、岡山旭東病院第6次増改
築（岡山市）

友信託銀行支店改修（大阪市）

新建築1968年9月号、建築文化1968年9月
号）、浜寺幼稚園第2期（高石市／新建築1969
年6月号）
1969年　倉紡記念館（倉敷市）、西鉄グラン
ドホテル（福岡市／新建築1969年8月号、近代
建築1969年8月号、建築画報1969年8月号）、
大日本印刷健康保健組合芦ノ湖山荘（神奈川県
足柄下郡）、倉敷文化センター（倉敷市／現倉
敷公民館／建築年鑑1970年版）

1975年　トヨサキ産業新幹線博多駅店他2店、
鐘紡病院女子寄宿舎、鐘紡がん研究所（神戸
市）
1976年　鐘紡病院（設計完了で中断）、浜寺
幼稚園増築（堺市）
1977年　増田邸（北九州市）、田村耳鼻咽喉
科医院（倉敷市）
1978年　鈴蘭台北町保育所（神戸市）、横山
ビル（高松市）、浜幸製菓工場（高知市）
1979年　牟礼病院（香川県小豆島町）、倉敷
河畔重要伝統的建造物群保存修理昭和54年度

1987年　黒住教神道山老人集合住宅（岡山
市）、御津文化センター（岡山県御津町／ふる
さと文化賞）
1988年　とよす三菓亭井口堂マンション（大
阪府池田市）、多摩丘陵病院増築（町田市）

市）、浅香山病院新病棟（堺市） 2006年　浅香山病院増築（堺市、近代建築
2006年11月号）、富田浜病院第7期総合リハ
ビリテーションセンター増築（四日市市）、松
美会グループホーム（下関市）
2007年　藤井医院（尾道市）、岡山旭東病院
画像診断部門増築及び食堂棟増築改修
2008年　荒木脳神経外科病院増改築改修（広
島市）、アイユウの苑ゆめタウン（下関市）、
特別養護老人ホーム「かーさ・びあんか」増築
（堺市）、井野病院増築改修（姫路市）
2009年　倉敷学園（倉敷市）、吉川病院（堺
市）

年周04立創　年3691年周03立創　年3591
1969年　創立50周年増改築計画スタート

1973年　創立50周年、増改築第1期着工
1975年　増改築第1期

1980年　増改築第2期
1981年　増改築第3期（SDA賞、新建築1982
年5月号、病院1982年5月号、病院建築54号、
現代日本の病院）
1983年　創立60周年

1990年　総合保健管理センター（病院建築94
号）
1992年　第2棟（病院建築107号）
1993年　創立70周年
1999年　手術室増築、倉敷中央天寿会ケアハ
ウス・デイサービスセンター他（倉敷市）

2000年　救急センター・集中治療室他増改築
2002年　外来棟増築
2003年　創立80周年、外来棟改修
2005年　心臓病センター病棟等増築、第2棟リ
ニューアル
2007年　倉敷リバーサイド病院外来等増築改修

2010年　第3棟（新建築2012年10月号）、倉
敷リバーサイド病院健康管理センター改修
2012年　第3棟増築（新建築2012年10月号、
病院2013年8月号）
2013年　創立90周年、第1棟他耐震改修及び
リニューアル、倉敷リバーサイド病院病棟改修

延床面積　27,454㎡（1970年）

病床数　563（1963～66年）
　　　　709（1967年）
　　　　770（1968年）
　　　　791（1969年）

病床数　1,116（2000～07年）
　　　　1,135（2008～09年）

病床数　1,151（2010～11年）
　　　　1,161（2012年～）

延床面積　46,700㎡（1975年）
　　　　　57,840㎡（1979年）

延床面積　68,500㎡（1981年）
　　　　　74,000㎡（1992年）

延床面積　87,320㎡（2002年） 延床面積　99,760㎡（2005年） 延床面積　138,957㎡（2012年～）

病床数　903（1969～74年）
　　　　971（1975～77年）
　　　　1,088（1978～79年）

病床数　1,103（1980～83年）
　　　　1,115（1984年）
　　　　1,270（1985～92年）

病床数　1,180（1993～94年）
　　　　1,176（1995～99年）
　　　　1,151（1999～2000年）

老人保健施設「みあ・かーさ」 特別養護老人ホーム「アル・ソーレ」武蔵野赤十字病院倉敷アイビースクエア

浅香山病院

倉敷中央病院千里阪急ホテル浜寺幼稚園

石井記念愛染園愛染橋病院

石井記念愛染園愛染橋保育所

倉敷中央病院

浅香山病院

0102000209910891079106910591

辻野純徳

建築作品

倉敷中央病院
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Gallery 建築作品紹介 基本設計・実施設計監修：徳岡設計
実施設計：常州睿嘉建築設計有限公司

常州市武進区は、多くの科挙を輩出した学問を礎に、二千五百年を超え
る歴史を育んできた都市である。湖塘橋実験小学校は“百年の伝統を誇
る小学校だからこそ、改革なくしては次の百年は築けない”という高い
理念のもと改築された。未来を担う児童に、知育、体育、情操教育、更
には徳育における最高水準の環境を提供するという目的を、中日友好を
希求しつつ共有でき、様々な困難を協力して乗り越え、竣工に至ったこ
とに対し、改めて関係者の皆様に敬意と感謝を捧げたい。教育局との熱
い議論のあと、友から言われた“君はヴォーリズになりたかったんだね”
という言葉を、一生心に刻んでおきたい。　　   （徳岡浩二／徳岡設計）

所 在 地：中国 江蘇省
　　　　　常州市武進区
用　　途：小学校
施　　工：2013.3
構造規模：ＲＣ造
敷地面積：50,087.2㎡
建築面積：9,806.5㎡
延床面積：38,974.3㎡
写　　真：松村芳治

湖塘橋実験小学校（Hutangqiao Experimental Primary School）
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Gallery 建築作品紹介 東近江市本庁舎新館（増築棟） 設計監理：徳岡設計
建築施工：奥田工務店

竣工後 37 年を経過した市役所本庁舎を、耐震性の向上や設備更新のた
め改修するにあたり、市民利用の継続性に配慮し、先行して本館に増築
棟を建設することとなった。新館 1 階に市民窓口業務を集中させ、ワン
ストップサービスを基本に利便性を高め、3 階には、災害時の対策拠点
となる会議室も配し、各階を渡り廊下で連結させて機能性の向上をは
かっている。永らく親しまれてきた旧庁舎のイメージを継承しつつ、市
民サービスの主体を担うために刷新された新館にふさわしい正面性にも
考慮した。自然豊かなまちのシンボルとして環境共生技術の採用や維持
管理にも留意した未来志向の施設としている。　（藤城義丈／徳岡設計）

所 在 地：滋賀県東近江市
用　　途：庁舎
施　　工：2014.3
構造規模：S 造　3 階建
敷地面積：15,381.13㎡
建築面積：2,608.27㎡
延床面積：4,789.43㎡
写　　真：松村芳治

かもしか荘 設計監理：徳岡設計
建築施工：奥田工務店

野洲川上流の静かで落ち着いた自然に包まれた「甲賀の奥座敷」として、
旧かもしか荘を全面改築する計画である。国民宿舎として長年親しまれ
てきた施設を、時間的な余裕を持つ世代の利用や、都市と農村の相互交
流を視野に入れ、地域の憩いの場として再生した。恵まれた立地を最大
限に活かし、すべての客室とラウンジから河川の景観を楽しめる構成と、
ゆったりとした間取りにより、隣接する神社や集落などの歴史散策をは
じめ、清流や里山情緒の味わえる宿泊施設としている。自然体験を学ぶ
子供から入浴を楽しむお年寄りまで、安心して快適なひとときを過ごせ
る空間とした。　　　　　　　　　　　　　　　（藤城義丈／徳岡設計）

所 在 地：滋賀県甲賀市
用　　途：宿泊施設
施　　工：2013.3
構造規模：S 造　2 階建
敷地面積：5,066.62㎡
建築面積：923.48㎡
延床面積：1,495.39㎡
写　　真：松村芳治
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Gallery 建築作品紹介 岩谷産業株式会社 いづみ寮 設計：大林組大阪本店一級建築士事務所
施工：大林組

「ガス＆エネルギー」を企業コンセプトに人と環境の共生を目指す岩谷産業の新
たな社員寮は、新入社員が共同生活を送り、岩谷マンとして歩みだす場所とし
て計画された。中央の7層吹抜に設けたステップガーデンを包み込むようにラウ
ンジ、食堂、浴室、研修室を立体的に配し、4人、3人、個室の計52室には約100
人の社員が住まい、共用部と相まって真の交流を誘発する空間の創造を目指し
た。外壁に設けたヴォイドは、中央の吹抜を介して上部へ螺旋状に開放すること
で中庭の快適性を高め、室内外に自然の光と風を導く。加えて太陽光パネル、ガ
スコジェネシステムを備えることで、社員の意識を高めると共に岩谷産業の環境
への取組を可視化した建築でありたいと願った。　　　 （近井務／東井嘉信）

所 在 地：堺市堺区
用　　途：寄宿舎
竣　　工：2014.4
構造規模：RC 造　7 階
敷地面積：977㎡
建築面積：636㎡
延床面積：3,705㎡
写　　真：浅田美浩

三井ガーデンホテル京都新町別邸 基本構想：アーキテクツオフィス
設計・施工：竹中工務店

京都・新町通に建築主が古くから所有してきた商家をホテルに建替える
計画。蔵を残してホテル棟を作り、その低層部に往時の商家を再現した。
外装は墨色の RC 打放仕上を基調とし、商家部分は京町家が持つ軸組や
形態の特徴を木と漆喰、本瓦で表現した。この新旧表現の対比によって
京のまちなみへの順応と刺激を試みている。インテリアもホテルらしい
モダンな意匠としながら、中庭を中心に小スケールの空間が展開する

「邸（やしき）」のような構成と、日本の建築言語を再解釈した繊細なディ
テールをちりばめることで、心地よくさりげなく京都らしい香りを感じ
させるものをめざした。　　　　　（木戸貴博・小林浩明／竹中工務店）

建 築 主：大丸松坂屋
　　　　　百貨店
所 在 地：京都市中京区
用　　途：ホテル
竣　　工：2014.2
構造規模：RC造  地下1
　　　　　階  地上5階
敷地面積：1,705.29㎡
建築面積：1,200.11㎡
延床面積：5,528.31㎡
写　　真：古川泰造、ナカ
　　　　　サ＆パートナーズ
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とうふく布施 設計：二井清治建築研究所
施工：花谷建設

布施駅から徒歩約 5 分の商業地域に建つ障害福祉サービス事業所であ
る。1 階に飲食と園芸ショップを一体としたカフェを計画し、気軽に立
ち寄れる開放的でおしゃれな施設を目指した。2 階は様々な作業に合わ
せて仕切れるフレキシブルな空間とし、個別のブースや小さなリラック
スルームを設けるなど、刺激の苦手な人への配慮をしている。3 階のコ
ミュニティスペースは、災害時には地域の避難場所となり、4 階には短
期入所を設け、障害者の方たちの地域生活を支える。敷地内に植えたハ
ナミズキやライラックの木が隣接する公園の緑と相まって、カフェとと
もに地域の憩いの場となることを願っている。

建 築 主：社会福祉法人
　　　　　青山会
所 在 地：大阪府東大阪市
用　　途：障害福祉サー
　　　　　ビス事業所
竣　　工：2014.3
構造規模：鉄骨造　4 階
敷地面積：420.37㎡
建築面積：245.50㎡
延床面積：868.73㎡
写　　真：母倉知樹

審査委員長　　古谷誠章
1955年 東京都生まれ
1978年 早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年 早稲田大学大学院修了
1986〜1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年〜 八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）共同設立
1994年〜 早稲田大学理工学部助教授
1997年〜 早稲田大学教授

審
査
総
評建

築
人
賞
審
査
委
員
長　

古
谷
誠
章

　　

今
年
初
め
て
お
引
き
受
け
し
た
建
築
人
賞
の
審

査
、
前
任
の
石
堂
威
さ
ん
が
丹
念
に
現
地
を
訪
ね

て
審
査
を
さ
れ
た
と
聞
い
て
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
作
品
を
お
訪
ね
し
て
と
思
う
の
で
す
が
、
な
か

な
か
自
由
に
な
ら
な
い
自
分
自
身
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
、
も
ど
か
し
い
思
い
が
し
ま
す
。
掲
載
さ
れ

た
資
料
に
は
誌
面
の
制
約
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
が
必
ず
し
も
十
分
に
表
現
さ
れ
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
こ
と
を
察
す
る
に
、
せ
っ
か
く
資
料
を
ご

用
意
い
た
だ
い
た
の
に
伺
え
な
か
っ
た
皆
さ
ん
に

も
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
状
況
で
、
な
か
な
か
石
堂
さ
ん
の
よ
う

な
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。
そ
う
し
た
中
で
よ
う
や
く
、
入
賞
の
候

補
と
し
た
各
部
門
二
点
、
計
四
点
の
作
品
を
実
際

に
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
年
分
の
掲
載
誌
を
見
て
、
そ
の
作
品
の
充
実

ぶ
り
と
、
多
彩
さ
に
驚
き
、
同
時
に
ま
た
こ
の
限

ら
れ
た
誌
面
の
情
報
だ
け
で
は
到
底
、
各
作
品
の

全
容
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
従
っ

て
、
あ
く
ま
で
も
最
初
の
誌
面
だ
け
を
入
口
と
し

た
、
私
な
り
の
評
価
だ
と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
中
か
ら
キ
ラ
リ
と
光
る
も
の
が
見
つ
け
ら
れ

た
も
の
を
、
一
次
入
選
と
し
て
、
よ
り
詳
細
な
資

料
を
追
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
審
査
に

は
さ
ら
に
そ
の
資
料
か
ら
、
最
終
的
に
建
築
人
賞

に
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
感
じ
ら
れ
た
も
の
を
選

び
ま
し
た
。

　

実
地
に
拝
見
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
建
築
は
、
い
ず

れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
建
築
人
賞
と
奨
励
賞
と

に
選
定
す
る
の
に
は
か
な
り
逡
巡
し
ま
し
た
。
両

方
と
も
建
築
人
賞
に
で
き
な
い
の
か
と
事
務
局
に

確
認
し
ま
し
た
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
よ
う
で
、

あ
え
て
結
論
を
出
し
た
次
第
で
す
。

　

来
年
も
引
き
続
き
審
査
を
す
る
よ
う
に
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
最
後
に
次
回
に
向
け
て
審
査
方
法

の
改
革
を
、
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し

た
賞
の
目
的
は
、
受
賞
す
る
か
し
な
い
か
以
上
に
、

賞
に
応
募
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
、
今
後
の
活
躍

に
役
立
て
る
か
ど
う
か
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
、
応
募
さ
れ
る
方
が
直
接
作
品

を
解
説
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
審

査
員
と
は
も
と
よ
り
、
応
募
者
同
士
で
も
大
い
に

対
話
す
る
こ
と
が
で
き
、
互
い
に
様
々
な
示
唆
を

得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
一

次
審
査
に
こ
の
形
式
を
取
り
、
そ
の
中
か
ら
現
地

審
査
の
対
象
作
品
を
選
考
す
る
ス
タ
イ
ル
に
し
ま

せ
ん
か
？

●
目
的

　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
建
築
士
会 

会
報
誌
「
建
築
人
」

GA
LLERY

（
建
築
作
品
紹
介
欄
）
に
掲
載
さ
れ
た
作
品

の
中
か
ら
、
機
能
性
、
社
会
性
、
デ
ザ
イ
ン
性
、
先
進
性

な
ど
に
お
い
て
優
れ
た
も
の
を
顕
彰
し
、
建
築
技
術
の
進

展
、
建
築
文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
審
査
経
過

　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
建
築
士
会
で
は
会
報
誌
「
建
築

人
」
を
毎
月
発
行
し
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
は
第

五
九
八
号
を
数
え
ま
し
た
。
本
会
会
員
で
あ
る
建
築
士
に

と
っ
て
重
要
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
作
品
発
表

の
機
会
を
設
け
、
建
築
技
術
の
普
及
や
建
築
士
の
相
互
研

鑽
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
建
築
人
賞
」

は
、「
建
築
人
」
のGA

LLERY

に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の

中
か
ら
優
れ
た
も
の
を
顕
彰
し
、
建
築
文
化
の
発
展
に
資

す
る
と
と
も
に
、「
建
築
人
」
へ
の
作
品
掲
載
の
意
欲
を

さ
ら
に
高
め
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
創
設
さ
れ
た
賞

で
す
。
対
象
と
な
る
作
品
は
、GA

LLERY

に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、立
地
場
所
や
用
途
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

審
査
は
、
公
平
性
を
重
視
す
る
た
め
、
関
西
以
外
で
活

躍
す
る
建
築
関
係
者
、
学
識
経
験
者
等
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
今
回
（
第
六
回
）
か
ら
は
早
稲
田
大
学
教
授

古
谷
誠
章
氏
を
審
査
委
員
長
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

二
〇
一
三
年
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
三
〇
点
の
中
か
ら
一

次
審
査
に
お
い
て
九
点
を
選
出
し
、
図
面
・
写
真
等
の
追

加
資
料
を
用
い
た
二
次
審
査
及
び
現
地
確
認
に
よ
っ
て
、

四
点
の
入
賞
作
品
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
い
ず
れ
も
雑
誌
掲
載
時
か
ら
そ
の
先
進

性
、
デ
ザ
イ
ン
性
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
た
も
の
で
し

た
。
こ
れ
ら
を
表
彰
し
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会

に
対
し
て
建
築
の
魅
力
や
価
値
を
発
信
し
、
建
築
文
化
の

向
上
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
築
人
編
集
人
代
表　

米
井
寛

第
６
回　

建
築
人
賞
発
表

主
催
‥
公
益
社
団
法
人 

大
阪
府
建
築
士
会

建築人賞記念盾「未来へ！」
グラスアーティスト  三浦啓子作
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桜塚の家　二井清治

住空間の目指すところ
　住まいは草庵の心地良さも大切だが、伊勢神宮正殿のシンプ
ルな佇まいに、凛とした美しさと空間の奥深さを感じるように、
生活する人が常に新鮮な感動を持続できることが大切である。
光と翳
　光の方向性を明確にすることで、空間に深い翳を生む。光の
躍動感と闇の静けさを持ち、豊かな精神性に満ちた空間となる
ことを目指した。
住まいを街に開く
　1階は街に開かれたフォーマルな空間（ライフワークギャラリー）
とし、プライベートなファミリールームを上階に定めた。ライフワー
クギャラリーは家族の生活の場であり、街に開放するイベントの場
でもある。ここを媒体として、住まいがゆるやかに街とつながる。
内外空間の連続性
　水平方向と垂直方向に広がる2つの空間が、屋外空間を織り
込むように1階から上階へとつながる。2階デッキは上部にガラ
スの屋根を掛けた半屋外空間とし、3階居間は天井全面をトッ
プライトとした。ルーバーで光をコントロールし、室内でありな
がら限りなく外に近い空間である。室内、屋外、半屋外の空間
が重なるようにつながり、人が移動することにより次 と々展開す
る構成としている。

撮影：松村芳治

■プロフィール
1946年 滋賀県生まれ
1974年 坂倉建築研究所に入所
 西沢文隆に建築を師事
1987年 二井清治建築研究所設立
1991年～1994年 神戸芸術工科大学
 環境デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：二井清治建築研究所
　　　　　二井清治、稲垣年彦、
　　　　　細田剛宏、北聖志
施　　工：分離発注方式
所 在 地：大阪府豊中市
竣　　工：2003年

建
築
人 

2
2013

児童養護施設 三ヶ山学園　野村充

　2歳から18歳の子供たちの生活の場となる児童養護施設で
ある。「大きな家」をデザインコンセプトにし、感受性豊かな
子供たちが自然を感じながら気持ち良く暮らせる施設のデザ
インを目指した。
　敷地外周部に居室群を並べ、中央部にできるヴォイドを大
きなコモンスペースにする配置計画とした。コモンスペースの
1・2階は吹抜けのあるリビング・ダイニング・フリースペース
で、緑や自然光に溢れる温かな空間とした。3階はルーフガー
デンにし、子供たちの屋外での遊びのスペースとしている。各
階はテラスやルーフガーデンを介して視覚的に関係づけられて
いる。全ての生活動線をコモンスペースを巡る位置に配置し、
子供たちの自然な交流や活動が触発されるように考えた。
　外壁と屋根には外断熱工法を採用し省エネルギーを図って
いる。外装は手作りの感触が残る特注のせっき質無釉タイル
貼り仕上げとし、タイル壁面から突出した居室部分は再生木
のルーバー仕上げとした。内装床はパイン無垢材フローリン
グの植物性オイル仕上げで、子供室の家具類もパイン材の
特注品とした。子供たちの感性を刺激する設えとして、アート
作家に依頼したオブジェとガラスモザイクのベンチを設置し
ている。
撮影：名執一雄　第58回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■建物データ
設　　計：野村充建築設計事務所
施　　工：東亜建設工業
所 在 地：大阪府貝塚市東山2-1-1
竣　　工：2010年
構造規模：鉄筋コンクリート造
　　　　　一部鉄骨造 地上3階
敷地面積：1,736.62㎡
延床面積：2,089.89㎡

■プロフィール
1948年 三重県生まれ
1970年 京都工芸繊維大学卒業
1970年 竹中工務店入社
1980-81年 J.ポルシェック、P.グラック＆
　　　　　 アソシエイツ（ＮＹC）
2006年 野村充建築設計事務所設立
現在 関西学院大学総合政策学部
　　 非常勤講師

建築主／日本圧着端子製造
　　　　株式会社
設計者／Atelier KISHISHITA ＋
　　　　Man*go design
施工者／鹿島建設 関西支店

建築位置／大阪市中央区道修町 3 丁目 4-7
竣工年月／ 2013 年 6 月
用　　途／事務所
構造・規模／S造・一部SRC造、RC造
　　　　　　地下 2 階　地上 8 階
敷地面積／ 1,226.16㎡
建築面積／ 939.01㎡
延床面積／ 8,245.23㎡
写　　真／絹巻　豊

設計者／NEO GEO
　　　　横関正人＋横関万貴子
施工者／岩鶴工務店

建築位置／奈良県橿原市
竣工年月／ 2012 年 11 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造　地上 2 階
敷地面積／ 169.60㎡
建築面積／ 255.58㎡
延床面積／ 169.60㎡
写　　真／絹巻　豊

【
選
評
】

　

都
心
の
市
街
地
に
建
つ
自
社
ビ
ル

だ
が
、
一
見
す
る
と
グ
レ
ー
ド
の
高

い
複
数
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
入
っ

て
い
る
か
に
見
え
る
。
木
質
の
柔
ら

か
い
デ
ザ
イ
ン
性
と
共
に
、
気
品
の

あ
る
外
観
が
、
繁
華
な
市
街
地
の
中

で
ひ
と
き
わ
人
目
を
引
く
。
商
業
ビ

ル
と
違
っ
て
看
板
も
無
い
の
が
清
々

し
い
。
街
並
み
に
も
貢
献
し
て
い

る
。
勤
務
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
オ

フ
ィ
ス
は
単
な
る
労
働
の
空
間
で
は

な
く
、
長
い
一
日
を
過
ご
す
生
活
の

た
め
の
空
間
だ
。
働
く
人
々
が
心
地

よ
く
、
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
「
大
き
な
家
」
が
実
現
し
た
。
設

計
者
の
情
熱
と
、
こ
の
建
築
を
依
頼

し
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
慧
眼
に
も
最

大
限
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

建築人2013年10月号掲載

建築人2013年2月号掲載

建
築
人
賞　

日
本
圧
着
端
子
製
造
株
式
会
社

建
築
人
賞　

今
井
町
の
家

【
選
評
】

　

伝
統
的
建
築
物
群
保
存
地
域
の
奈
良
県
今
井
町
に
建
つ
民
家
の
改
修
で
あ
る
。
街
並
み
全

体
が
保
存
さ
れ
た
美
し
い
立
地
に
、
古
く
か
ら
の
佇
ま
い
を
再
生
し
、
な
お
か
つ
内
部
に
は

現
代
的
な
洗
練
さ
れ
た
生
活
空
間
を
仕
込
む
。
道
路
も
狭
隘
で
工
事
に
も
大
き
な
制
約
が
あ

る
中
、
丹
念
に
検
証
し
た
上
で
実
践
さ
れ
た
緻
密
な
実
施
設
計
が
こ
れ
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

内
部
空
間
で
の
民
家
の
古
材
と
、
新
調
さ
れ
た
木
格
子
組
の
耐
震
壁
の
新
材
と
の
鮮
や
か
な

対
比
が
圧
巻
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
要
素
も
新
旧
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
古
い
も
の
だ
け
で

も
、
新
し
い
も
の
だ
け
で
も
生
み
出
し
得
な
い
、
独
特
の
協
奏
が
生
ま
れ
て
い
る
。
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桜塚の家　二井清治

住空間の目指すところ
　住まいは草庵の心地良さも大切だが、伊勢神宮正殿のシンプ
ルな佇まいに、凛とした美しさと空間の奥深さを感じるように、
生活する人が常に新鮮な感動を持続できることが大切である。
光と翳
　光の方向性を明確にすることで、空間に深い翳を生む。光の
躍動感と闇の静けさを持ち、豊かな精神性に満ちた空間となる
ことを目指した。
住まいを街に開く
　1階は街に開かれたフォーマルな空間（ライフワークギャラリー）
とし、プライベートなファミリールームを上階に定めた。ライフワー
クギャラリーは家族の生活の場であり、街に開放するイベントの場
でもある。ここを媒体として、住まいがゆるやかに街とつながる。
内外空間の連続性
　水平方向と垂直方向に広がる2つの空間が、屋外空間を織り
込むように1階から上階へとつながる。2階デッキは上部にガラ
スの屋根を掛けた半屋外空間とし、3階居間は天井全面をトッ
プライトとした。ルーバーで光をコントロールし、室内でありな
がら限りなく外に近い空間である。室内、屋外、半屋外の空間
が重なるようにつながり、人が移動することにより次 と々展開す
る構成としている。

撮影：松村芳治

■プロフィール
1946年 滋賀県生まれ
1974年 坂倉建築研究所に入所
 西沢文隆に建築を師事
1987年 二井清治建築研究所設立
1991年～1994年 神戸芸術工科大学
 環境デザイン学科非常勤講師

■建物データ
設　　計：二井清治建築研究所
　　　　　二井清治、稲垣年彦、
　　　　　細田剛宏、北聖志
施　　工：分離発注方式
所 在 地：大阪府豊中市
竣　　工：2003年

建
築
人 

3
2013

龍谷ミュージアム　日建設計　赤木隆＋下坂浩和

　龍谷大学創立370周年事業のひとつとして開設された龍谷ミュージ
アムは、仏教に関する総合博物館である。
　堀川通りと油小路にはさまれた敷地は、西側は大通りをへだてて西本
願寺と向かい合い、東側には小路に沿って門前町が広がっている。
　建物の外観は西本願寺界隈の景観に配慮して屋根は3寸勾配の
切妻とし、京都市の景観政策にあわせて棟の高さを15ｍにおさえた。一
方でミュージアムが必要とする展示室と収蔵庫のヴォリュームを地上に
確保するため、エントランスホールや事務部門を街路から3ｍ下がった地
下に配置し、京町家の伝統でもある中庭を地下レベルに設けた。
　展示室を堀川通り側2、3階に配置し中庭の明るさが通りから感じら
れるように、1階はスパン約35メートルのピロティの奥をガラス張りとし
た。また、建物の下をくぐって東西ふたつの通りをつなぐ通り抜け路地を
設けることで開かれたミュージアムを具体化し、周辺の門前町に貢献す
ることに配慮した。
　外観を特徴づける西側ファサードの簾状セラミックルーバーは、展示
室のコンクリートの量感を視覚的に和らげるだけでなく、西日が直接壁
にあたらないように日射遮蔽の役割も果たしている。波打つ躍動的な形
は西本願寺が所蔵する三十六人歌集の中から水の流れを描いた伝統
模様を建物にあわせて翻案し、ミュージアムの活発な活動が波紋のよう
に広がる様をイメージしながらデザインした。
撮影：東出清彦　第58回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■建物データ
設　　計：日建設計
施　　工：淺沼組
所 在 地：
竣　　工：2010年7月
構造規模：
　　　　　
敷地面積：1,671.69㎡
延床面積：4,412.65㎡

■プロフィール

建築主／宗教法人 GLA
設計者／岸 和郎＋
　　　　K.ASSOCIATES/Architectes
施工者／藤木工務店 大阪本店

建築位置／大阪府吹田市金田町 28-17
竣工年月／ 2013 年 5 月
用　　途／宗教施設
構造・規模／鉄骨造　地上 6 階
敷地面積／ 1,635.06㎡
延床面積／ 2,837.64㎡
写　　真／小川重雄写真事務所
　　　　　小川重雄

設計者／マニエラ建築設計事務所
施工者／笠谷工務店

建築位置／兵庫県西宮市
竣工年月／ 2012 年 12 月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造　地上 2 階
敷地面積／ 547.38㎡
建築面積／ 84.38㎡
延床面積／ 129.19㎡
写　　真／下村康典

【
選
評
】

　

週
一
度
の
研
修
会
に
多
く
の
人
々

が
参
加
す
る
。
機
能
は
た
と
え
て
言

え
ば
、
学
校
建
築
に
近
い
と
い
う
。

大
小
の
研
修
室
が
あ
り
、
最
上
階
に

は
大
き
な
ホ
ー
ル
も
あ
る
。
人
々
は

三
々
五
々
参
集
す
る
が
、
終
了
時
に

は
一
度
に
多
く
の
人
が
退
館
す
る
。

こ
れ
も
学
校
の
都
心
校
舎
と
も
共
通

す
る
悩
み
だ
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
主
役
と
な
っ
て
い
る
ス
ロ
ー
プ

が
、
そ
の
機
能
を
担
う
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
よ
り
ず
っ
と
効
率
が
い
い
。
何

よ
り
、
誰
の
目
に
も
は
っ
き
り
そ
れ

と
わ
か
り
、
象
徴
的
で
あ
る
と
同
時

に
、
非
常
時
に
も
有
効
で
あ
る
。
こ

の
建
築
の
端
正
な
立
面
に
こ
こ
に
集

う
人
々
の
影
が
映
り
、
夜
に
は
街
に

対
す
る
灯
り
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

【
選
評
】

　

こ
れ
も
建
築
人
賞
に
匹
敵
す
る
住

宅
の
佳
品
で
あ
る
。
夙
川
の
一
般

住
宅
地
を
抜
け
て
、
郊
外
に
残
る
自

然
と
の
ま
さ
に
接
線
上
に
建
っ
て
い

る
。
敷
地
は
急
峻
な
傾
斜
地
で
、
ア

プ
ロ
ー
チ
部
分
の
接
道
も
き
わ
め
て

限
ら
れ
て
お
り
、
ふ
つ
う
の
感
覚
で

言
え
ば
、
家
が
建
つ
の
が
不
思
議
な

く
ら
い
の
敷
地
だ
。
し
か
し
、
こ
の

敷
地
と
コ
ス
ト
の
厳
し
い
制
約
を
、

設
計
者
と
依
頼
主
の
見
事
な
協
働
が

そ
れ
を
克
服
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ

の
類
い
稀
な
る
敷
地
の
利
点
を
活
か

し
た
、
絶
好
の
眺
望
と
、
自
然
の
営

み
に
身
近
に
触
れ
る
生
活
環
境
を
手

に
入
れ
た
。
住
み
手
に
は
こ
れ
か
ら

四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
み
、
こ
の

家
を
育
て
て
い
く
楽
し
み
が
あ
る
。

建築人2013年10月号掲載

建築人2013年3月号掲載

建
築
人
奨
励
賞　

G
L
A
近
畿
会
館

建
築
人
奨
励
賞　

深
谷
山
荘
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

最
終
選
考
に
残
っ
た
作
品

GARDEN PLACE TSURUMI
設計者／大西憲司設計工房
施工者／西友建設

天心聖教伊勢礼拝堂
設計者／竹中工務店
施工者／竹中工務店

奈良 帝塚山の家
設計者／井上久実設計室
施工者／西友建設

学校法人大阪歯科大学創立 100 周年記念館
設計者／日建設計
施工者／西松建設

當麻寺の家
設計者／マニエラ建築設計事務所
施工者／吉川組

　

今
年
の
五
月
下
旬
、
北
九
州
市
八
幡
東
区
に

あ
る
村
野
藤
吾
の
設
計
し
た
八
幡
市
民
会
館

（
一
九
五
八
年
）を
は
じ
め
て
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ

た
。
い
つ
か
は
訪
ね
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
場

所
の
一
つ
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
北
九
州
市
に

統
合
さ
れ
る
前
の
八
幡
市
は
、
村
野
が
幼
少
期
か

ら
青
年
期
ま
で
を
過
し
た
縁
の
場
所
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
も
あ
っ
て
な
の
だ
ろ
う
。
八
幡
に
は
、
市

民
会
館
の
他
に
、村
野
が
設
計
し
た
建
物
と
し
て
、

隣
接
地
に
八
幡
図
書
館
（
一
九
五
五
年
）
が
あ
り
、

さ
ら
に
近
く
に
は
、
後
に
、
八
幡
信
用
金
庫
本
店

（
現
・
福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
本
店
／
一
九
七
一

年
）
も
建
て
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
他
の
都
市
に

は
見
ら
れ
な
い
複
数
の
村
野
建
築
が
立
ち
並
ぶ
独

特
の
都
市
景
観
が
創
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
他
に
も
立
ち
寄
り
た
い
理
由
が
あ
っ
た
。

昨
年
の
暮
、
突
然
、
新
聞
の
電
話
取
材
を
受
け
た
。

八
幡
市
が
市
民
会
館
と
図
書
館
の
敷
地
に
市
立
病

院
を
移
転
し
、
医
療
エ
リ
ア
と
し
て
再
整
備
す
る

と
発
表
し
、
村
野
建
築
の
取
り
壊
し
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
コ
メ
ン

ト
が
ほ
し
い
、
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
後
日
、「
二

施
設
は
こ
の
地
域
の
全
盛
期
に
建
設
さ
れ
た
公
共

遺
産
で
あ
り
、
市
は
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
価
値
を
見
定
め
て
、
存
廃
に
つ
い
て
は
慎
重
に

判
断
す
べ
き
だ
。
壊
す
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
先
人

が
残
し
た
遺
産
を
観
光
資
源
な
ど
に
有
効
活
用
す

る
可
能
性
も
模
索
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
文
言
で

紹
介
さ
れ
た
（﹃
毎
日
新
聞
﹄
西
部
版
二
〇
一
四
年

一
月
二
〇
日
）。
そ
の
際
、
同
じ
紙
面
に
は
、
北

九
州
市
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
「
八
幡
み
ら
い
協
議

会
」
の
理
事
で
、
老
舗
の
千
草
ホ
テ
ル
の
社
長
で

も
あ
る
小
嶋
一
碩
氏
が
現
地
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
る
写
真
も
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。
こ
う
し
た

経
緯
も
あ
り
、
市
民
会
館
を
現
地
に
訪
ね
、
新
聞

社
の
紹
介
を
受
け
て
、
小
嶋
氏
ら
関
係
者
に
会
っ

て
話
を
聞
い
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

　

山
陽
新
幹
線
を
小
倉
で
降
り
、
鹿
児
島
本
線
に

乗
り
換
え
て
一
〇
数
分
、八
幡
駅
に
着
く
。
途
中
、

車
窓
か
ら
は
、
隆
盛
を
誇
っ
た
戸
畑
の
八
幡
製
鉄

所
の
巨
大
な
高
炉
跡
が
見
え
る
。
八
幡
駅
で
小
嶋

さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
、
さ
っ
そ
く
市
民
会
館
に

向
か
う
。
駅
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
広
い
道
路

を
四
〇
〇
m
ほ
ど
進
む
と
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
正
面

に
、
茶
褐
色
の
タ
イ
ル
の
外
壁
に
覆
わ
れ
た
市
民

会
館
が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、手
前
の
左
側
に
は
、

大
き
く
育
っ
た
樹
木
の
下
に
、
幾
何
学
的
な
模
様

の
タ
イ
ル
を
張
ら
れ
た
小
さ
な
図
書
館
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
幅
五
〇
m
の
広
い
道
路
と
ロ
ー

タ
リ
ー
の
あ
る
日
本
離
れ
し
た
駅
か
ら
の
都
市
景

観
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

小
嶋
さ
ん
か
ら
当
日
い
た
だ
い
た
資
料
（
北
九
州

産
業
技
術
保
存
継
承
セ
ン
タ
ー
﹃
北
九
州
地
域
に

お
け
る
戦
前
の
建
築
と
戦
後
復
興
の
建
築
活
動
に

関
す
る
研
究
﹄
二
〇
一
〇
年
）
に
は
、
次
の
よ
う

な
八
幡
市
の
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

一
九
四
五
年
八
月
八
日
、
八
幡
は
米
軍
機
の
空

襲
を
受
け
、
市
街
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
焼
失
す

る
。
罹
災
者
も
五
万
人
を
超
え
た
と
い
う
。
現
在

の
八
幡
駅
は
、
戦
後
の
戦
災
復
興
事
業
の
一
環
と

し
て
、
現
在
地
へ
と
移
設
さ
れ
、
そ
の
際
、
駅
を

中
心
と
す
る
防
火
帯
道
路
と
し
て
、
幅
員
五
〇
m

の
道
路
が
敷
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
残

念
な
が
ら
、
今
は
取
り
壊
さ
れ
て
現
存
し
な
い
が
、

駅
前
に
四
棟
建
て
ら
れ
た「
平
和
ビ
ル
」（
一
九
五
四

年
）
と
呼
ば
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
四
階

建
て
の
店
舗
付
集
合
住
宅
の
内
の
一
棟
を
、
村
野

は
手
が
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
復
興
事
業
の
延
長

線
上
に
、
八
幡
市
が
建
設
し
た
の
が
、
図
書
館
と

市
民
会
館
だ
っ
た
。
な
ぜ
村
野
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。同
じ
資
料
に
よ
れ
ば
、九
州
の
北
部
の
人
々
は
、

戦
前
に
村
野
が
手
が
け
た
山
口
県
の
宇
部
市
民
館

（
一
九
三
七
年
）
に
足
を
伸
ば
し
た
経
験
が
あ
り
、

そ
の
評
判
を
見
聞
き
し
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の

八
幡
市
長
の
守
田
道
隆
も
、
村
野
が
八
幡
で
育
っ

た
こ
と
や
、
宇
部
市
民
館
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
村
野
が
復
興
事
業
の
象
徴
と
な
る
市

民
会
館
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
村
野
に
と
っ
て
も
、
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
後
年
、
村
野
は
、

次
の
よ
う
な
回
想
を
記
し
て
い
る
。

　
「
私
は
工
業
学
校
出
で
機
械
を
勉
強
し
て
い
ま

し
た
。
兵
隊
に
ゆ
く
ま
で
は
、
そ
れ
で
し
ば
ら
く

八
幡
製
鉄
所
に
つ
と
め
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
八

幡
の
影
響
と
い
う
の
は
人
に
も
い
わ
れ
自
分
で
も

そ
う
思
う
の
で
す
が
、
か
な
り
強
か
っ
た
よ
う
で

す
。
生
ま
れ
は
唐
津
で
す
。
し
か
し
物
心
つ
い
て

か
ら
八
幡
に
移
り
、
そ
こ
で
ず
っ
と
暮
ら
し
ま
し

た
。
製
鉄
所
に
い
た
こ
と
自
体
も
い
ま
で
は
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
は
感
覚
的
な

面
へ
の
影
響
で
す
ね
。
私
の
作
品
の
シ
ル
バ
ー
・

グ
レ
イ
と
い
う
か
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ラ
イ
ト
で
な
い

色
調
。
こ
れ
は
や
は
り
八
幡
の
煙
の
多
い
空
、
そ

れ
か
ら
鉄
、
あ
の
感
じ
で
す
。
こ
れ
を
も
っ
と
洗

練
す
れ
ば
「
渋
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
森
五

に
象
徴
さ
れ
る
一
つ
の
感
覚
。
こ
れ
は
一
生
私
に

影
響
し
た
の
で
す
。（
村
野
藤
吾
「
私
の
建
築
観
」

﹃
建
築
年
鑑
﹄
一
九
六
五
年
）

　

こ
の
回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、
村
野
は
、

一
八
九
一
年
に
佐
賀
県
の
唐
津
で
生
ま
れ
た
が
、

一
〇
歳
の
頃
に
八
幡
に
移
住
し
、
小
倉
工
業
学
校

（
現
・
小
倉
工
業
高
校
）
機
械
科
に
進
学
、
卒
業

後
は
、
八
幡
製
鉄
所
へ
入
り
、
兵
役
を
経
て
早
稲

田
大
学
の
機
械
科
か
ら
建
築
科
へ
進
路
を
変
更
、

苦
労
の
末
、
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
と
な
っ
て

い
く
。そ
の
村
野
が
、今
も
東
京
に
残
る
デ
ビ
ュ
ー

作
の
森
五
商
店
東
京
支
店
（
一
九
三
一
年
）
を
生

ん
だ
自
ら
の
原
風
景
で
あ
り
、
洗
練
さ
れ
た
「
渋

い
」デ
ザ
イ
ン
の
出
発
点
だ
と
位
置
づ
け
る
の
が
、

八
幡
で
あ
る
。
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
市
民
会
館

に
は
、
村
野
の
八
幡
へ
の
思
い
が
結
実
し
た
清
新

な
空
間
と
落
ち
着
い
た
た
た
ず
ま
い
が
今
も
変
わ

ら
ず
に
息
づ
い
て
い
た
。
何
と
か
、
こ
の
建
築
遺

産
が
活
か
さ
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

オリジナルの家具が置かれた 2 階ホワイエ

水平線が強調された格調のある北側正面外観

八幡市民会館　1958 年
村野藤吾を育んだ八幡の建築遺産

記憶の建築
松隈　洋
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に
点
検
方
法
も
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
事
故
で

問
題
と
な
っ
た
遠
望
目
視
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
い
う
背
筋
が
寒
く
な
る
よ
う
な

現
状
に
あ
る
。

　

以
前
か
ら
疲
労
設
計
が
導
入
さ
れ
、
二

年
ご
と
の
定
期
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
鉄
道
橋
と
比
べ
て
、
疲
労
設
計
の
導

入
が
先
送
り
さ
れ
、
五
年
ご
と
の
定
期
点

検
で
す
ら
ま
と
も
に
行
わ
れ
て
い
な
い
日

本
の
道
路
橋
の
現
状
は
、
悲
惨
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　

二
〇
〇
二
年
に
漸
く
道
路
橋
の
主
部
材

に
対
し
て
疲
労
設
計
が
導
入
さ
れ
、
主
要

部
材
に
対
し
て
は
一
〇
〇
年
以
上
の
耐
久

性
が
保
証
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
道
路

橋
に
対
し
て
は
、
当
然
な
が
ら
疲
労
設
計

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ

る
既
存
不
適
格
橋
梁
が
あ
ち
こ
ち
に
存
在

し
て
お
り
、
明
日
、
何
処
か
で
疲
労
で
橋

が
落
ち
て
も
何
の
不
思
議
も
な
い
。

　

二
〇
〇
六
年
に
米
国
で
の
ト
ラ
ス
橋
の

崩
壊
事
故
、
日
本
で
の
ト
ラ
ス
部
材
の
破

断
事
故
や
主
桁
が
破
断
寸
前
で
見
つ
か
っ

た
事
故
等
が
頻
発
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

翌
二
〇
〇
七
年
に
は
道
路
橋
の
予
防
保
全

に
向
け
た
有
識
者
会
議
か
ら
、
当
時
、「
見

な
い
」、「
見
過
ご
し
」、「
先
送
り
」
と
言

わ
れ
た
維
持
管
理
の
現
状
を
改
善
す
べ
く

答
申
が
出
さ
れ
た
が
、
事
態
は
依
然
と
し

て
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
、今
年
四
月
の
「
最

後
の
警
告
」
に
至
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
提
言
の
柱
は
、
維
持
管
理
の
基

本
で
あ
る
点
検
に
関
し
て
、「
五
年
に
一

第
16
回

「インフラの維持管理」について：東大阪橋梁維持管理研究会の取り組み

坂野　昌弘
山形県生まれ。1981 年東京工大修士課程修了。工学博士。現在は、関西大学環境都市工学部都市システム工学科教授。
専門は鋼構造学、橋梁工学、疲労（橋と自分自身）。最近は、国土交通省の橋梁ドクターや、鉄道や高速道路、自治体等のアドバイザーとして、
橋梁の診断や補修・補強、長寿命化対策等に駆け回っている。

維持管理というテーマは、建築／土木の分野を問わず、今後のものづくりにおける重要な課題です。この
ほど東大阪橋梁維持管理研究会を立ち上げ、中小企業によるインフラの維持管理に取り組まれている関西
大学の坂野昌弘さんに、橋梁の管理の現況と今後のねらいについてご紹介いただきました。

一　

イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

今
年
の
四
月
一
四
日
に
、
社
会
資
本
整

備
審
議
会
道
路
分
科
会
長
か
ら
国
土
交
通

大
臣
に
「
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本
格
実

施
に
関
す
る
提
言
」
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

最
後
の
警
告

　
　

今
す
ぐ
本
格
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

　
　

舵
を
切
れ

　
　

静
か
に
危
機
は
進
行
し
て
い
る

　
　

す
で
に
警
鐘
は
鳴
ら
さ
れ
て
い
る

　
　

行
動
を
起
こ
す
最
後
の
機
会
は
今

　

最
近
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

道
路
橋
の
ス
ト
ッ
ク
は
日
本
全
国
で
約

七
〇
万
橋
に
上
る
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
こ

の
数
字
は
国
土
の
大
き
さ
が
全
く
異
な
る

米
国
や
中
国
と
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
内
訳
は
、
高
速
道
と
国
道
を
合
わ
せ

て
も
一
〇
％
で
都
道
府
県
道
が
一
五
％
、

残
り
の
七
五
％
、
五
〇
万
橋
以
上
が
市
町

村
道
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、

日
本
の
道
路
橋
の
大
半
は
市
町
村
の
管
理

と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。）

　

こ
れ
ら
の
橋
は
前
回
の
東
京
五
輪
や
大

阪
万
博
前
後
の
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇

年
代
の
高
度
成
長
期
に
集
中
的
に
架
け
ら

れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
「
橋
の
団

塊
の
世
代
」
が
今
後
、
一
斉
に
高
齢
化
し

て
い
く
こ
と
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で

あ
る
。
巨
大
地
震
が
来
る
か
来
な
い
か
は

確
率
的
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
確

率
も
様
々
で
あ
る
が
、橋
の
高
齢
化
は
（
人

も
同
じ
）、
全
国
津
々
浦
々
で
間
違
い
な

く
確
率
一
〇
〇
％
で
襲
来
す
る
大
災
害
な

の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
橋
齢
五
〇
年
を
一
つ
の
目
安

と
す
れ
ば
、
平
成
二
五
年
時
点
で
五
〇
歳

以
上
の
橋
は
二
割
弱
で
あ
る
が
、
一
〇
年

後
の
平
成
三
五
年
に
は
四
割
強
と
二
倍
以

上
に
増
加
し
、
そ
の
後
も
増
え
続
け
る
。

　

古
く
な
っ
た
橋
は
架
け
か
え
れ
ば
よ

い
、
と
い
う
の
も
一
つ
の
考
え
方
で
あ
る

が
、
戦
後
か
ら
こ
れ
ま
で
数
十
年
か
け
て

蓄
積
し
て
き
た
道
路
橋
ス
ト
ッ
ク
を
、
短

期
間
に
全
て
更
新
す
る
ほ
ど
の
生
産
力
も

経
済
力
も
今
の
日
本
に
は
な
い
。
ま
し
て

や
、
架
け
替
え
の
た
め
の
通
行
止
め
や
交

通
規
制
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
そ
こ
ら
中
で

起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
国
で
、
ま
と
も
な

経
済
活
動
や
安
全
・
安
心
で
快
適
な
生
活

が
成
り
立
つ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

　

あ
る
程
度
の
割
合
で
更
新
せ
ざ
る
を
得

な
い
橋
は
あ
り
得
る
が
、
大
半
の
橋
は
、

架
け
替
え
せ
ず
に
予
防
保
全
等
で
長
寿
命

化
を
は
か
る
し
か
選
択
肢
は
な
い
の
で
あ

る
。
実
際
に
、
昭
和
初
期
に
架
設
さ
れ
た

長
大
橋
で
試
算
し
た
結
果
、
部
分
的
な
部

材
交
換
や
予
防
保
全
等
で
長
寿
命
化
を
図

れ
ば
、
架
け
替
え
の
数
百
分
の
一
の
コ
ス

ト
で
済
む
と
い
う
事
例
も
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
七
五
％
の
橋

に
対
し
て
管
理
責
任
を
も
つ
市
町
村
で

は
、「
金
（
予
算
）
が
な
い
」、「
人
（
技
術
者
）

が
い
な
い
」
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
さ
ら

度
、
近
接
目
視
に
よ
る
全
数
点
検
を
実
施
」

と
道
路
管
理
者
の
義
務
を
明
確
化
し
た
こ

と
で
あ
る
。
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
始
め
の
点
検
で
損

傷
を
見
逃
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
後
で
い

く
ら
高
級
な
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
が
用
意

さ
れ
て
い
て
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

先
ず
「
見
逃
が
さ
な
い
こ
と
」
が
何
よ
り

も
大
事
で
あ
る
。

　

な
お
、「
近
接
目
視
」
は
た
だ
単
に
近

く
で
眺
め
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。H

ands-on Inspection

と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
叩
い

た
り
、
触
っ
た
り
、
撫
で
た
り
、
時
に
は
、

剥
が
し
た
り
、
削
っ
た
り
と
い
う
行
為
を

含
む
も
の
で
あ
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
こ

の
点
検
の
段
階
で
、塵
を
取
っ
た
り
、
タ
ッ

チ
ア
ッ
プ
を
し
た
り
、
絆
創
膏
を
貼
っ
た

り
、
と
い
う
簡
易
な
措
置
を
施
す
こ
と
で
、

大
袈
裟
な
補
修
工
事
を
別
途
発
注
し
な
く

と
も
、
次
回
の
点
検
ま
で
劣
化
を
抑
え
る

こ
と
も
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
細
や

か
な
「
繕
い
予
防
保
全
」
が
小
規
模
な
橋

梁
が
多
い
市
町
村
で
は
、
実
は
極
め
て
有

効
な
手
法
な
の
で
あ
る
。

二　

東
大
阪
橋
梁
維
持
管
理
研
究
会

　
　

設
立
の
経
緯
、
意
図
、
活
動
内
容

　

本
研
究
会
の
設
立
の
趣
旨
お
よ
び
目
的

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

今
ま
で
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
構
造
物

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
高
速
道
路
会
社
や

鉄
道
会
社
な
ど
の
土
木
系
の
関
連
企
業
群

の
み
に
仕
事
が
発
注
さ
れ
、
土
木
系
以
外

の
一
般
の
中
小
企
業
は
単
に
部
品
の
受
注

の
み
で
あ
っ
た
。
今
後
、
膨
大
な
予
算
を

費
や
し
て
国
土
保
全
に
邁
進
す
る
日
本
に

お
い
て
、
世
界
に
冠
た
る
日
本
の
中
小
企

業
の
技
術
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
と
同

時
に
そ
れ
ら
中
小
企
業
の
活
性
化
を
は
か

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
問
題
点
と
解
決
策
を
模
索
す
る
。
重
要

な
点
は
、
単
な
る
「
も
の
づ
く
り
」
で
は

な
く
、
現
場
で
の
施
工
や
使
い
方
、
さ
ら

に
そ
の
成
果
ま
で
を
含
め
た
「
も
の
づ
く

り
」
が
必
要
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
維

持
管
理
で
必
要
と
さ
れ
る
「
も
の
」
は
、

典
型
的
な
多
品
種
少
量
生
産
品
で
あ
り
、

補
修
・
補
強
材
料
な
ど
も
量
は
少
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の

が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
も
の
づ

く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
実
物
大

の
模
型
を
用
い
た
実
証
実
験
や
現
場
で
の

施
工
試
験
に
よ
る
品
質
保
証
が
欠
か
せ
な

い
。

　

以
上
を
か
ん
が
み
、
本
研
究
会
で
は
、

東
大
阪
を
中
心
と
し
た
中
小
企
業
が
持
つ

そ
れ
ぞ
れ
の
卓
越
し
た
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
の
高
度
化
と
、
そ
れ
ら
中
小
企

業
な
ら
び
に
地
域
の
活
性
化
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

　

橋
の
新
設
は
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
が
同

じ
よ
う
な
も
の
を
ど
ん
ど
ん
造
る
大
量
生

産
型
で
あ
る
が
、
維
持
管
理
は
橋
ご
と
に

傷
む
場
所
や
状
況
が
異
な
る
の
で
、
多
品

種
少
量
生
産
型
で
あ
り
、
小
回
り
が
利
い

て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い
中
小
企
業
に

ぴ
っ
た
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

　

ま
た
、
橋
の
新
設
は
同
じ
規
格
で
同
じ

よ
う
な
も
の
を
日
本
中
に
造
る
「
中
央
集

権
的
」
な
産
業
で
あ
る
が
、
維
持
管
理
は
、

日
本
全
国
に
散
ら
ば
る
個
々
の
橋
が
対
象

な
の
で
、
中
央
の
大
企
業
よ
り
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
詳
し
い
中
小
企
業

の
方
が
向
い
て
い
る
「
地
方
分
権
的
」
な

産
業
と
な
る
。
し
か
も
橋
が
使
わ
れ
続
け

る
限
り
仕
事
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
雇
用
が
確
保
さ
れ
、
地
方
の
活
性
化

に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

三　

問
題
点
、
今
後
の
課
題

　

提
言
や
警
告
は
、
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返

し
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
に
か
く
何
か
一

つ
で
も
具
体
的
に
動
き
始
め
る
こ
と
、
実

現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

今
我
々
が
日
本
で
直
面
し
て
い
る
よ
う

な
、
あ
る
時
期
に
集
中
的
に
建
設
さ
れ
た

橋
梁
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
問
題
は
、

お
隣
の
韓
国
や
中
国
、
そ
の
他
の
発
展
途

上
国
で
も
、
こ
れ
か
ら
直
面
せ
ざ
る
を
得

な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
、
日
本

の
中
小
企
業
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
、

国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
く
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　

本
研
究
会
の
活
動
が
、
日
本
の
中
小
企

業
並
び
に
地
方
の
活
性
化
と
、
国
際
的
な

貢
献
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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建
築
の
外
装
壁
面
に
、
思
い
描
い
た
イ
メ
ー
ジ

そ
の
ま
ま
を
形
に
し
て
表
現
し
て
み
た
い
、
そ
ん

な
誰
も
が
持
つ
願
い
に
、
大
き
な
可
能
性
を
与
え

て
く
れ
る
の
が
、
今
回
、
紹
介
す
る
吉
野
石
膏
が

取
り
扱
う
外
壁
材
「
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
」
で
あ
る
。

　
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
広
げ
る
内
外
装
シ
ス
テ
ム

　

デ
ラ
ク
リ
ー
ト
と
は
、
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
セ
メ
ン

ト
ボ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
１
９
８
０
年
代
初

め
に
世
界
最
大
の
石
膏
ボ
ー
ド
メ
ー
カ
ー
Ｕ
Ｓ
Ｇ

社
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
セ
メ
ン
ト

ボ
ー
ド
を
構
造
基
材
と
し
た
、
内
外
装
材
シ
ス
テ

ム
の
総
称
で
あ
る
。
地
上
三
階
建
て
相
当
ま
で
の

木
造
・
鉄
骨
造
に
大
壁
仕
上
げ
で
対
応
し
、
可

と
う
性
に
富
む
こ
と
か
ら
、
曲
面
施
工
も
可
能
で

あ
る
と
共
に
、
目
地
の
無
い
自
由
な
大
壁
面
を
つ

く
る
こ
と
が
出
来
る
。
仕
上
げ
に
お
い
て
も
、
各

種
湿
式
系
塗
材
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
タ
イ
ル
、

擬
石
な
ど
貼
り
材
に
よ
る
仕
上
げ
に
も
対
応
す

る
他
、
同
壁
面
上
で
の
、
塗
り
材
と
タ
イ
ル
や
擬

石
な
ど
と
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合
の
下
地
と
し
て

も
使
用
可
能
で
、
高
い
仕
上
げ
自
由
度
を
誇
る
。

こ
れ
ま
で
の
工
法
上
で
の
仕
上
げ
材
に
よ
る
制
約

に
大
き
な
自
由
を
与
え
て
く
れ
、
デ
ザ
イ
ン
の
可

能
性
を
大
き
く
広
げ
て
く
れ
る
、そ
れ
が
こ
の
「
デ

ラ
ク
リ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
だ
。

　

シ
ス
テ
ム
と
言
っ
て
も
施
工
上
は
至
極
簡
単
な

も
の
で
、
丸
鋸
で
も
切
断
出
来
る
、
９
１
０ｍｍ
×

１
８
２
０ｍｍ
サ
イ
ズ
の
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
セ
メ
ン
ト

ボ
ー
ド
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
貼
っ
て
ゆ
き
、
ボ
ー
ド

の
継
ぎ
目
を
専
用
の
ガ
ラ
ス
繊
維
テ
ー
プ
で
補
強

し
、
専
用
ベ
ー
ス
コ
ー
ト
で
下
地
調
整
を
行
い
ベ
ー

ス
を
作
る
。
そ
の
後
は
各
種
の
仕
上
げ
を
施
す
こ

と
で
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
の
壁
面
デ
ザ
イ
ン
を
実
現

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
簡
単
な
例
で
言
え
ば
、
自

由
自
在
に
イ
メ
ー
ジ
を
実
現
す
る
内
装
設
計
に
お

い
て
は
、軽
量
鉄
骨
下
地
に
石
膏
ボ
ー
ド
を
貼
り
、

下
地
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
を
実

現
す
る
訳
だ
が
、
そ
れ
ら
を
建
築
外
装
に
使
え
る

様
に
と
、
広
げ
て
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
ろ
う
か
。
勿

論
石
膏
ボ
ー
ド
を
そ
の
ま
ま
建
築
外
装
下
地
と
し

て
使
え
れ
ば
い
い
が
、耐
久
性
、耐
震
性
な
ど
様
々

に
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
が
あ
る
。
そ
れ
ら
、

意
匠
性
の
自
由
度
は
そ
の
ま
ま
に
、
外
壁
材
と
し

て
用
い
る
た
め
の
諸
問
題
を
解
決
し
た
の
が
、
こ
の

外
壁
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
概
念
を
変
え
る
不
思
議
な
外
装
材

　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
設
計
の
側
か
ら
は
、

そ
の
意
匠
性
の
自
由
度
か
ら
問
合
せ
を
多
く
受

け
な
が
ら
、
建
築
技
術
部
側
か
ら
、
構
造
的
解

析
を
求
め
ら
れ
、
承
認
が
得
に
く
く
採
用
に
至
ら

な
い
場
合
が
時
折
あ
る
の
だ
と
聞
く
。
確
か
に
、

従
来
の
パ
ネ
ル
仕
上
げ
材
の
様
に
、
構
造
的
に
全

て
解
析
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
無
い
。
む
し
ろ

素
材
の
特
性
上
、
現
在
の
解
析
能
力
で
は
解
析

不
可
能
、
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

何
故
、
解
析
出
来
な
い
の
か
、
そ
れ
は
先
に
述
べ

た
様
に
、
こ
の
外
壁
材
シ
ス
テ
ム
の
メ
イ
ン
素
材
、

デ
ラ
ク
リ
ー
ト
セ
メ
ン
ト
ボ
ー
ド
の
特
性
に
よ
る
。

是
ま
で
の
建
築
外
装
パ
ネ
ル
材
が
パ
ネ
ル
材
自
体
の

硬
性
を
上
げ
強
度
を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
外

力
に
対
抗
し
、
仕
上
げ
材
と
し
て
成
り
立
つ
「
確

立
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、デ
ラ
ク
リ
ー

外
壁
を
真
っ
白
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に

文　

渕
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ト
セ
メ
ン
ト
ボ
ー
ド
は
、
そ
れ
自
体
の
強
度
は
そ

れ
程
高
く
な
い
。
高
く
な
い
ど
こ
ろ
か
、
初
め
か

ら
微
細
な
ク
ラ
ッ
ク
（
マ
イ
ク
ロ
ク
ラ
ッ
ク
）
が
無
数

に
入
っ
て
い
て
、
む
し
ろ
あ
る
意
味
で
は
「
最
初

か
ら
壊
れ
る
よ
う
に
」
出
来
て
い
る
。
勿
論
、
壊

れ
る
と
言
っ
て
も
、
致
命
的
な
破
綻
に
は
到
ら
ず
、

マ
イ
ク
ロ
ク
ラ
ッ
ク
が
少
し
ず
つ
潰
れ
な
が
ら
全
体

と
し
て
外
部
応
力
を
吸
収
し
、
一
箇
所
に
応
力
が

集
中
す
る
こ
と
を
防
い
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。
そ

れ
ら
の
事
を
考
え
れ
ば
現
在
の
建
築
構
造
的
観

点
か
ら
見
て
も
、
不
思
議
な
外
壁
材
で
あ
る
と
も

言
え
る
だ
ろ
う
。　

東
北
震
災
で
も
証
明
さ
れ
た
信
頼
性

　

で
は
、
従
来
の
外
装
仕
上
げ
パ
ネ
ル
材
と
比
べ

て
、
単
体
と
し
て
は
強
度
が
劣
る
デ
ラ
ク
リ
ー
ト

は
外
壁
材
と
し
て
性
能
が
落
ち
る
の
か
と
い
う
と
、

そ
の
様
な
事
は
無
い
。
む
し
ろ
様
々
な
点
で
優
れ

た
性
能
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
耐
ク
ラ
ッ
ク

に
も
非
常
に
強
く
、
過
去
の
施
工
物
件
で
経
年

変
化
を
見
て
も
、
他
の
構
造
・
仕
上
げ
と
比
べ
て

よ
り
良
好
な
経
過
を
示
し
、
驚
く
程
、
表
面
化

す
る
ク
ラ
ッ
ク
が
少
な
い
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入

さ
れ
二
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
訳
だ
が
、
初
期

の
施
工
物
件
を
見
て
も
、
ク
ラ
ッ
ク一つ
入
っ
て
い

な
い
も
の
も
多
く
、
改
め
て
そ
の
性
能
に
驚
か
さ

れ
る
。
又
、
耐
久
・
耐
震
性
に
も
優
れ
て
い
る
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
先
の
東
北
で
の
大
震
災

の
際
に
は
、
パ
ネ
ル
材
を
外
壁
に
用
い
た
建
物
が
、

軒
並
み
パ
ネ
ル
材
を
脱
落
さ
せ
、
鉄
骨
だ
け
の
姿

を
さ
ら
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
隣
接
す
る
デ
ラ
ク

リ
ー
ト
を
外
壁
に
用
い
た
建
物
で
は
そ
れ
ら
脱
落

は一
切
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

勿
論
、先
の
震
災
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば
、デ
ラ
ク
リ
ー

ト
と
言
え
ど
も
ダ
メ
ー
ジ
を
間
逃
れ
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
コ
ー
ナ
ー
部
な
ど
を
中
心
に
亀
裂
が
入
っ

て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
、
そ
こ
ま
で
の
損
傷
を

被
る
と
、
張
替
え
を
含
め
て
補
修
は
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
し
か
し
、
先
に
も
述
べ
た
様
に
、
隣
接

す
る
近
隣
の
外
装
に
パ
ネ
ル
材
を
用
い
た
鉄
骨
造

の
建
物
で
は
、
軒
並
み
外
装
パ
ネ
ル
の
完
全
脱
落

を
見
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
二
次
災
害
の
観

点
か
ら
み
て
も
、
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
に
大
き
な
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。　

　

そ
れ
ら
の
事
は
、
１
９
９
０
年
に
国
土
交
通
省

が
新
素
材
、
新
材
料
の
研
究
を
促
進
す
る
た
め
に

設
置
し
た
﹃
総
合
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹄
に

お
い
て
、
物
性
・
防
火
性
・
耐
水
性
・
耐
久
性
・

施
工
性
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
研
究
を
行
っ

た
結
果
、
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
は
各
種
性
能
に
優
れ
、

日
本
の
気
候
風
土
や
住
環
境
に
最
適
な
新
素
材

で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
た
と
共
に
、
２
０
０
０

年
に
施
工
さ
れ
た
﹃
品
確
法
﹄
の
住
宅
性
能
表

示
項
目
の
耐
火
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
・
劣
化
対

策
に
お
け
る
最
高
等
級
の
取
得
に
も
対
応
し
、
必

須
項
目
で
あ
る
通
気
構
法
に
も
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
証
明
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
様
に
、
一
枚
一
枚
は
弱
い
、
デ

ラ
ク
リ
ー
ト
セ
メ
ン
ト
ボ
ー
ド
を
外
壁
材
と
し
て

繋
ぎ
合
わ
せ
て
ゆ
く
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
曲
面
に
も

対
応
す
る
と
共
に
、
弱
点
の
無
い一
枚
磐
の
大
壁

面
を
作
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
こ
か
ら
自
由
で

高
い
デ
ザ
イ
ン
性
を
実
現
し
て
い
る
。

『
弱
く
て
強
い
』
秘
め
ら
れ
た
新
た
な
可
能
性

　

今
回
、
取
材
を
通
じ
て
、
こ
の
デ
ラ
ク
リ
ー
ト

の
事
を
知
っ
て
思
い
返
さ
れ
た
の
は
、
建
築
家
の

内
藤
廣
氏
が
語
ら
れ
る
「
多
矛
盾
系
」
と
の
言

葉
だ
。
合
理
的
で
、
構
造
的
に
無
駄
の
無
い
鉄

骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
の
現
代
建
築
は
、

全
て
を
数
値
化
し
、
計
算
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
矛
盾
の
無
い
シ
ス
テ
ム
に
、
外
的

要
因
に
よ
る
矛
盾
が
発
生
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
も

た
ら
さ
れ
る
部
分
破
壊
が
即
、
全
体
で
の
破
壊
に

直
結
す
る
。
し
か
し
、
是
ま
で
矛
盾
だ
ら
け
で
、

数
値
化
で
き
ず
、
弱
い
と
さ
れ
て
き
た
木
造
は
、

多
く
の
矛
盾
を
孕
む
が
故
に
、部
分
破
壊
し
て
も
、

そ
れ
が
即
全
体
の
破
壊
に
は
繋
が
り
に
く
い
。
そ

れ
ら
弱
く
て
強
い
、
矛
盾
に
満
ち
た
木
造
の
複
雑

さ
を
内
藤
氏
は
「
多
矛
盾
系
」
と
言
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
矛
盾
の
中
に
こ
そ
現
代
の
最
先
端
技

術
を
も
っ
て
し
て
も
解
明
で
き
な
い
新
た
な
可
能

性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
も
語
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
れ
ら
内
藤
氏
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
、
デ
ラ
ク

リ
ー
ト
に
あ
て
は
め
る
事
は
出
来
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
是
ま
で
見
て
き
た
様
に
、
様
々

な
特
性
を
考
え
て
ゆ
く
と
、
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
の
外

壁
材
と
し
て
の
本
質
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
無
い
か

と
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
が
持

つ
可
能
性
は
、
外
壁
材
に
求
め
ら
れ
る
各
種
性

能
を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容

易
に
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
デ
ー
タ
だ
け

で
は
捉
え
き
れ
な
い
高
い
品
質
が
表
現
の
可
能
性

に
も
繋
が
っ
て
ゆ
き
、
建
築
の
外
壁
意
匠
設
計
に

お
い
て
大
き
な
可
能
性
を
開
い
て
く
れ
る
こ
と
が

感
じ
取
れ
る
。
是
ま
で
、
商
業
施
設
な
ど
に
お
け

る
鉄
骨
造
で
の
外
壁
材
に
お
い
て
選
択
肢
が
少
な

く
、
画
一
的
な
外
観
と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
が
持
っ
て
い
る
自
由
な

施
工
性
と
懐
の
深
い
外
壁
材
と
し
て
の
特
性
は
、

豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る
こ

と
を
予
感
さ
せ
る
。
デ
ラ
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
表

情
豊
か
な
建
築
群
が
、
街
に
賑
わ
い
を
創
り
だ
す

風
景
を
想
像
し
な
が
ら
、
何
か
真
っ
白
な
キ
ャ
ン

バ
ス
に
向
か
う
様
な
ワ
ク
ワ
ク
感
を
感
じ
た
今
回
の

取
材
で
あ
っ
た
。

目地の無い曲面大壁にも対応　出典：吉野石膏㈱カタログより

匠
の
巧  

■  

吉
野
石
膏
株
式
会
社
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浦 辺 設 計
大阪市中央区北浜２－１－２６

（北浜松岡ビル４Ｆ）

松 村 慶 三

鹿 島 建 設 株 式 会 社
大阪市中央区城見２－２－２２

濵 田 　 徹

佐 野 吉 彦

大阪市中央区本町３－４－８
株式会社 東京建物アメニティサポート

森 田 茂 夫

岡 本　慶 一
 

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

岩 永 裕 人
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町１－５

（三共梅田ビル）
全日本コンサルタント株式会社
大阪市浪速区港町１－４－３８

岡 本 森 廣

見える社会貢献活動へ

ア ト リ エ ・ U
和泉市池田下町１６９９

暑中お見舞申し上げます

宇 澤 善一郎
株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区博労町１－７－１６

（ＣＳＴビル）

柳 川 陽 文

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

希望は星に、足は大地に

瀬 尾 忠 治
株式会社　キンキ総合設計
大阪市中央区谷町4－５－９
（大阪屋谷町アークビル４Ｆ）

安心・安全な住まい環境の創造 

西 　 邦 弘
株式会社 石本建築事務所大阪支所
大阪市中央区南本町２－６－１２

（サンマリオンNBFタワー）

小 林 　 務

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

暑中お見舞申し上げます

上 田 茂 久

大阪市北区大淀南１－９－１０
コ ー ナ ン 建 設 株 式 会 社

山 城 健 児

株式会社 綜 合 積 算
大阪市北区東天満１－１１－１９

宮 川　明 夫

大阪市中央区農人橋２－１－３０
株式会社 繁建築構造設計事務所

稲 葉 繁 夫

株式会社 小 西 設 計
大阪市西区立売堀１－１２－１６

湯 浅 安 彦

暑中お見舞い申し上げます

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

TANATOSHI Osaka 大阪市中央区本町橋５－１４
 （ＯＺビル本町橋９０２）
TANATOSHI Tokyo 東京都大田区上池台１－７－１６－２１８

田 中 義 久

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛

株式会社　碧－AO－建築事務所
大阪市阿倍野区丸山通１－３－４４

芳 村 隆 史

宮 崎 八 郎

建築設計事務所

建 設 会 社

大阪府建築士会役員

暑中見舞 2014 暑中見舞 2014

大阪本店 
 
東京本店 

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３ 
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１ 

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１ 
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００ 

取締役社長 宮　下　正　裕

ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔａｉｓｅｉ．ｃｏ．ｊｐ/
常務執行役員関西支店長 山 田 文 啓
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学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN 

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

Hyper-MEGA, Hyper-ストレート, HBM工法
NAKS, RODEX工法

本 社 
基 礎 事 業 部 
大 阪 支 店 
 
名 古 屋 支 店 
 
四 国 支 店 

〒１０８-００２３

〒５４１-００５９

〒４５０-０００３

〒７６０-００２２

東京都港区芝浦４丁目６番１４号（NC芝浦ビル）
　（０３）３４５２-１０８１　ＦＡＸ（０３）３４５２-１１２５
大阪市中央区博労町４-５-９（本町太平ビル）
　（０６）４９６３-６９１１　ＦＡＸ（０６）４９６３-６９１６
名古屋市中村区名駅南１-１１-５（エステート名古屋ビル）
　（０５２）５８１-０６６６　ＦＡＸ（０５２）５４１-２５３０
香 川 県 高 松 市 西 内 町４ -６（神原ビル）
　（０８７）８９７-２９８４　ＦＡＸ（０８７）８９７-２９８６

本部　〒550-0002　大阪市西区江戸堀1-4-23  撞木橋ビル4階
 電話06(6443)0 3 4 5（代）
 ＦＡＸ06(6443)0 3 4 8
支部　関東・中部・中国・四国・九州
http://www.kenzai.or.jp/

立　野　純　三

一般
社団
法人

ISO9001 
ISO14001 
認証取得 

本社・工場 京都府京田辺市大住池嶋25
〒610-0343 TEL 0774-63-7247㈹

FAX 0774-63-7248

東日本営業所 神奈川県川崎市中原区中丸子431
〒211-0012 TEL 044-431-0408㈹

FAX 04 4-43 4-2621
http://www.purepai.co.jp

水の未来・地球の未来
　　グリース阻集器の・・・

お客様の満足と価値創造の深化を目指して

会　長 太　田　　隆

〒541-0052  大阪市中央区安土町1-6-14 朝日生命辰野ビル2階
ＴＥＬ06（6271）0175  ＦＡＸ06（6271）0177

一般社団法人

大阪空気調和衛生工業協会

大阪支店  支店長  北村  克己

■ピロウェルドE新熱工法　 ■シグマートE

低炭素化の防水仕様で環境へ貢献

大阪支店：〒550-0013  大阪府大阪市西区新町1-12-22
　　　　　　　　　　　　  TEL 06-6533-3191（代表）
本　　社：〒120-0025  東京都足立区千住東2-23-4
　　　　　　　　　　　　  TEL 03-3882-2424（代表）

25 あなたのデザインで
　スマホケース
       1個から！

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53　TEL.（073）431-4411  FAX.（073）431-8188
中和印刷紙器株式会社 

ネットショップ営業中！
http://chuwa.shop-pro.jp/

ツイッター
Facebook も更新中
「いいね」をお願いします検索中和　オンデマンド 私たちは和歌山トライアンズを応援しています。

がんばれ
トライアンズ！

会　長 藤　田　訓　彦

一般社団法人

石川工場

一般

住まいに、人に、安心を。 
住宅情報相談センター 

大阪市中央区南船場四丁目４番３号 
心斎橋東急ビル4階 
事 務 局　06-6253-0071 

http://www.osaka-jutaku.or.jp 

住宅相談・住宅情報提供・各種研修事業
住宅展示場の企画、運営
住宅性能評価機関・住宅保険取扱機関

建材・設備会社 他 建材・設備会社 他

暑中見舞 2014 暑中見舞 2014
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

六
月
十
八
日（
水
）十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
二
八
名
、監
事
二
名
、名
誉
会
長
一
名

（
１
）
収
支
状
況
に
つ
い
て

五
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
収
益
六
三
、

六
一
三
、六
二
七
円
、
費
用
一
八
、六
九
六
、四
九

五
円
、
増
減
四
四
、九
一
七
、一
三
二
円
を
報
告
し

て
承
認
さ
れ
た
。

収
益
に
は
尾
亀
清
四
郎
氏
並
び
に
山
口
良
紘
氏
か
ら

の
ご
寄
付
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
（
松
村
慶
三
氏

の
ご
寄
付
は
五
月
報
告
時
点
で
は
未
算
入
）、
ま
た
、

会
費
が
対
予
算
で
八
割
弱
納
付
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て

Ｃ
Ｐ
Ｄ
登
録
費
も
同
様
に
納
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
こ
の
時
点
で
収
益
額
が
大
き
い
要
因
で
あ
る
。

費
用
で
は
活
動
初
期
で
事
業
経
費
の
動
き
が
小
さ
い

た
め
に
収
益
額
と
比
例
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て

増
減
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

（
２
）
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

本
会
の
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え
、
二
六
年
度
の
運

営
並
び
に
二
七
年
度
予
算
構
想
に
至
る
ま
で
の

予
測
と
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
年
齢
別
会
員

構
成
で
は
、
五
〇
～
六
〇
才
代
が
五
九
％
を
占
め

て
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
定
年
等

で
同
世
代
の
退
会
も
進
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

五
〇
才
以
下
の
層
は
二
七
％
に
留
ま
り
、
特
に
若

年
層
の
構
成
率
と
入
会
率
は
低
い
。
個
人
会
員
数

の
推
移
は
二
七
年
度
で
二
五
〇
〇
名
台
と
想
定
さ

れ
、
非
常
に
危
機
的
な
状
況
と
い
え
る
。
会
員
増

強
・
退
会
防
止
・
事
業
活
動
活
性
化
等
に
つ
い
て
、

役
員
を
中
心
に
活
動
委
員
に
も
早
急
に
体
制
立
て

直
し
に
協
力
願
う
よ
う
促
し
た
。

（
３
）
日
本
建
築
士
会
連
合
会
会
長
表
彰
候
補
者
と

し
て
、横
関
正
人
（
現
理
事
）・
米
井
寛
（
現
理
事
）・

竹
田
敦
子
（
元
理
事
）
の
三
氏
を
推
薦
し
た
。

建
築
相
談
～
消
費
者
の
相
談
か
ら
考
え
る
～

　
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
vs
コ
ス
ト編

・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

住
宅
の
価
格
と
い
う
の
は
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
建
築
士
で
あ
っ
て
も
そ
う
な
の
で
す
か
ら
、一般

の
購
入
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
は
相
当
困
難
で
す
。

　

今
月
は
、相
談
員
の
小
松
和
雄
様
に
話
題
提
供
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＜

相
談
内
容＞

し
っ
く
り
来
な
い・・・

　

近
年「
環
境
」や「
省
エ
ネ
」を
謳
い
文
句
に
し
た

分
譲
住
宅
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。住
宅
新
築

に
際
し
、展
示
場
や
分
譲
地
な
ど
を
回
っ
た
が
、何
か

し
っ
く
り
と
き
ま
せ
ん
。違
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
上

に
、注
文
住
宅
と
書
い
て
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、間
取

り
を
変
え
る
と
価
格
が
上
が
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

変
わ
る
住
宅
の
省
エ
ネ
基
準

　

住
宅
に
関
す
る
省
エ
ネ
基
準
は
昭
和
五
五
年
に
制

定
さ
れ
、平
成
四
年
、十
一
年
と
順
次
強
化
さ
れ
て
き

ま
し
た
。そ
し
て
二
十
五
年
の
改
定
は
、従
来「
外
皮

の
断
熱
性
能
」だ
け
の
評
価
に
加
え
て
設
備
で
用
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
も
評
価
対
象
に
加
わ
り
ま

し
た
。さ
ら
に
、外
皮
の
断
熱
性
能
基
準
も
、外
皮
平

均
熱
貫
流
率
や
冷
房
機
の
平
均
日
射
熱
取
得
率
と

い
っ
た
計
算
が
必
要
な
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
を
含
む
全
て
の
建
物
に
義
務
化
さ
れ
る
？

　

二
〇
〇
八
年
に
改
正
さ
れ
た
省
エ
ネ
法
は
、届
出

義
務
化
の
対
象
を
、床
面
積
三
〇
〇
㎡
以
上
の
特
定

建
築
物
に
し
て
い
ま
す
。国
交
省
は
、二
〇
二
〇
年
ま

で
に
段
階
的
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
を
義
務
化
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
で
、改
正
省
エ
ネ
基
準
は
、低
酸
素
住
宅
の
認

定
基
準
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。低
炭
素
住
宅
の
認

定
を
受
け
る
と
、安
い
金
利
で
借
り
入
れ
が
可
能
に
な

り
、住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
効
果
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

住
宅
の
コ
ス
ト
増

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、省
エ
ネ
基
準
が
厳
し
く
な
っ

た
り
、義
務
化
さ
れ
た
り
す
る
と
、建
設
コ
ス
ト
に
反

映
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。一
生
の
う
ち
に
そ
う
何
度
も

購
入
す
る
も
の
で
は
な
い
住
宅
で
す
か
ら
、慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。た
だ
、建
設
コ
ス
ト
ば
か
り
を

重
視
す
る
と
、住
ま
い
手
の
希
望
と
か
け
離
れ
た
も
の

に
な
る
可
能
性
も
否
め
ま
せ
ん
。

供
給
者
側
の
工
夫
と
住
ま
い
手
の
あ
り
か
た

　

住
宅
メ
ー
カ
ー
や
建
売
業
者
は
い
ろ
い
ろ
と
工
夫

を
し
な
が
ら
住
宅
を
供
給
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。住
ま
い
手
は
、果
た
し
て
そ
の
建
物
が
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、十
分
に
時

間
を
か
け
て
勉
強
す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。供
給

者
側
と
し
て
は
、依
頼
者
の
疑
問
や
不
安
に
答
え
る

だ
け
の
知
識
や
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、省
エ
ネ
は
事
前
の
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
と
事
後

の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
に
な
り
ま
す
。外
皮
平

均
熱
貫
流
率
や
外
皮
平
均
日
射
熱
取
得
量
に
つ
い

て
は
、計
算
す
る
無
料
ソ
フ
ト
が
あ
り（
た
と
え
ば
、一

般
社
団
法
人
住
宅
性
能
評
価・表
示
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照
）、簡
単
に
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、そ
の
計
算
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、何
を

計
算
し
て
い
る
の
か
、ど
ん
な
目
的・効
果
が
あ
る
の
か

な
ど
、技
術
的
な
裏
付
け
が
必
須
に
な
り
ま
す
。

省
エ
ネ
技
術
の
取
得
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
!

　

先
述
の
コ
ス
ト
と
い
う
の
は「
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
」で

あ
り
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。省
エ
ネ

が
効
果
的
に
機
能
を
発
揮
す
る
と
確
実
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。い
わ
ゆ
る
住
宅

の＂
燃
費
＂が
良
く
な
る
と
当
然
住
ま
い
手
に
と
っ
て

経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
で
ま
す
。税
金
控
除
な
ど
も

考
慮
す
る
と
建
設
コ
ス
ト
増
が
相
殺
で
き
る
程
度
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
た
ち
建
築
士
に
と
っ
て
、省

エ
ネ
技
術
の
取
得
は
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

倉敷中央病院　温室　　　撮影：田籠哲也
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編
集
後
記筑波

幸
一
郎
・
牧
野
隆
義
・
荒
木
公
樹

　
「
建
築
人
（
け
ん
ち
く
び
と
）」
は
今
号
で
十
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
辻
野
純
徳
先
生
は
、
病
院
建

築
の
第
一
人
者
で
あ
り
、﹃
建
築
人
﹄
の
前
身
で

あ
る
﹃
ひ
ろ
ば
﹄
の
創
刊
時
の
編
集
委
員
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
倉
敷
中
央
病
院
と
辻
野
先
生

と
の
四
五
年
に
わ
た
る
希
有
な
関
係
と
辻
野
先
生

の
多
岐
に
わ
た
る
取
組
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
い
う
思
い
で
編
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
辻
野
先
生
が
師
事
さ
れ
た
浦
辺
鎮
太
郎

先
生
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
に
あ
る
よ
う
に
、
本

会
の
渡
辺
節
初
代
会
長
の
熱
望
に
よ
り
﹃
ひ
ろ

ば
﹄
の
初
代
編
集
長
に
就
か
れ
ま
し
た
。
浦
辺
先

生
は
、「
誌
名
の
通
り
＂
近
畿
建
築
士
の
ひ
ろ
ば
＂

を
提
供
す
る
目
的
に
正
直
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

そ
の
た
め
に
衆
知
を
集
め
各
界
に
広
く
交
流
を
行

う
（﹃
ひ
ろ
ば
﹄
百
号
）」
こ
と
を
原
則
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
回
の
編
集
で
は
、
大
阪
に
留
ま
ら

ず
、
近
畿
全
体
で
歩
ん
で
い
く
こ
と
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
特
集
で
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
辻
野
先
生
と
ユ
ー
・
ア

︱
ル
設
計
の
脇
屋
泰
治
さ
ん
、
米
山
剛
史
さ
ん
、

現
地
で
の
取
材
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
倉
敷
中

央
病
院
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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倉敷中央病院　設計 辻野純徳（ユー・アール設計）

　倉敷中央病院は、1923 年（大正 12 年）、「治療本位（研
究目的でない、真に患者のための治療）」「病院くさくない
明るい病院」を基本理念に、大原孫三郎により設立された。
創立 40 周年の大原總一郎による面目一新宣言を契機に、
1969 年（昭和 44 年）から、倉敷中央病院と辻野純徳氏と
の現在に至る 45年にわたる関係が始まった。
　以来、50 回を超える整備を経て 2012 年にほぼ全面増改
築が完了した。それらの取組については、当初の設計者が
主導する方法から、病院経営者・医療者・設計者が三位一
体となり、設計（仮説）・追跡調査・検証・設計へのフィー
ドバックを行う方法へと変遷した。第 3 期工事の完了した
1981 年当時と比べ、現在の病床数 1,161 床はほぼ変わら
ないが、床面積は 2倍強、入院患者数は 3倍、医師数は 4倍、
職員数は 3 倍弱になり、急性医療期を担う高機能病院の役
割を果たしている。
　1971 年に作成したマスタープランでは、病院に欠かせな
い「成長と変化」を敷地内で順次継続できるよう、2 本の
グリーンベルト沿いに南北の幹線廊下を設け、ホールや支
線廊下を東西方向に延長しながら各室に至る計画とされた。
この病院の廊下は、単なる機能的な動線に留まらない、人
と人・建物・自然をつなぐ「みち空間」の役割があると理
解した。これらは、度重なる増改築のための軸となるだけ
ではなく、長い時間をかけてできる街や集落と同様に、人
間の生命の営みにふさわしい場を実現させている。辻野純
徳氏の病院と一体となった長い取組の貴重な成果である。

写真：田籠哲也、三輪昌央　文：河野学＋荒木公樹


